
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 3456781923

　

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん

　

今
年
は
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
年
）
、
一

條
神
社
が
土
佐
一
條
家
を
偲
ぶ
有
志
に

よ
っ
て
小
森
山
山
頂
に
建
立
さ
れ
て
か
ら

１
５
０
年
に
な
り
ま
す
。

　

神
社
に
は
教
房
の
父
、
兼
良
を
は
じ
め
、

土
佐
一
條
家
歴
代
の
霊
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

　

小
森
山
に
は
、
も
と
も
と
愛
宕
神
社
が
あ

り
ま
し
た
が
、
教
房
が
こ
れ
を
不
破
に
移
し
、

山
を
中
村
御
所
の
一
部
と
し
ま
し
た
。

　

一
條
家
が
中
村
を
離
れ
た
あ
と
は
、
遺
臣

に
よ
っ
て
一
條
家
を
祀
る
祠
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

一
條
神
社
の
現
在
の
社
殿
は
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
年
）
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
　

延
び
る 

四
国
横
断
自
動
車
道
　

津
波
対
策 

海
抜
高
度
調
査
　

ふ
る
さ
と
応
援
団 

関
西
交
流
会

「
は
た
の
お
と
」研
究
発
表
会 

2
0
1
2

デ
マ
ン
ド
交
通
を
拡
大
し
ま
す 

　

が
ん
ば
っ
て
ま
す
市
民
病
院
で
す
　

歴
史
の
窓 

「
天
神
社
」

▼▼▼▼▼▼▼▼
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※1月14日までの計画については、広報四万十12月号に掲載しています。
【問い合わせ先】　　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

事　　業　　名　
定例健康相談
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
ぴよっこクラブ（親子の集い）
健康の集い
1歳9ヵ月児健診
健康の集い
西土佐健康のつどい
健康の集い（食事会セット）
輝くカラダ塾　運動教室
マム＆チルドレン
乳児健診
乳児、1歳6ヵ月児、3歳児健診
健康相談
健康の集い
3歳児健診
定例健康相談
親子子育て相談　【要予約】
出張健康相談
マム＆チルドレン
乳児健診
大腸がん検診容器配付
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
離乳食相談
大腸がん検診容器配付
妊婦教室
医師による子育て相談　【要予約】
大腸がん検診容器回収
大腸がん検診容器回収

月　 日
1月16日（月）

1月17日（火）

1月18日（水）

1月20日（金）

1月22日（日）

1月23日（月）

1月25日（水）

1月26日（木）

2月 1日（水）

2月 3日（金）
2月 6日（月）
2月 7日（火）

2月 8日（水）

2月13日（月）

2月14日（火）

2月15日（水）

2月16日（木）

2月17日（金）

該当地区 時　　間
9:00～11:00
9:30～11:00
9:30～11:00
9:30～11:30

13:30～
12:50～13:30

13:30～
8：45～12：30

11:00～
13:00～15:30
10:00～11:30
12:50～13:30
受付13:30～
13:30～15:00

13:30～
12:50～13:30
9:00～11:00

9:00～12:00　13:00～17:00
9：00～11：00
10:00～11:30
12:50～13:30

個別通知
9:30～11:00　13:00～14:30

9 :30～11:00
13:00～14:30

個別通知
13:30～15:30

9:00～12:00　13:00～17:00
個別通知
個別通知

場　　　所
西土佐分署横
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
西土佐保健センター
玖木公民館
市役所 3階 会議室
奥屋内下集会所
西土佐保健センター
下家地集会所
市民病院 大会議室
子育て支援センター
市役所 3階 会議室
西土佐保健センター
市役所 1階 相談室
藤ノ川集会所
市役所 3階 会議室
西土佐分署横
市役所 保健介護課
ＪＡ高知はた西土佐支所
子育て支援センター
市役所 3階 会議室
津賀～大宮～下家地方面
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
中家地～奈路～津野川方面
市役所 3階 会議室
市役所 保健介護課
津賀～大宮～下家地方面
中家地～奈路～津野川方面

１1年に1度は健診を

　

ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　

時
　

２
月
５
日（
日
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

内
　

容

■
２
階
大
ホ
ー
ル

　

午
前
の
部

：

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
歯
と
食
事
コ
ー
ナ
ー

　
　

・
か
む
か
む
チ
ェ
ッ
ク

　
　

・
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
試
食
品

　
　

託
児
コ
ー
ナ
ー

　
　

体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

　
　

・
身
長
・
体
重
・
握
力
・
バ
ラ
ン
ス
・
垂
直
跳
び
・
起
立
時
間
測
定

　
　

・
体
脂
肪
率
・
筋
肉
量
測
定

　
　

・
血
液
さ
ら
さ
ら
度
チ
ェ
ッ
ク

　
　

・
骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク

　
　

・
血
管
年
齢
測
定

　
　

・
Ｃ
Ｏ
モ
ニ
タ
ー

　
　

※

時
間
の
関
係
で
希
望
者
多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と
も

　
　
　

あ
り
ま
す
。

　

午
後
の
部

　
　

12
時
40
分
〜
13
時

：

受
付（
開
場
）

　
　

13
時
〜
13
時
40
分

：

開
会
、表
彰
式

　
　

13
時
45
分
〜
14
時
45
分

：

大
道
芸
漫
談
、サ
イ
ン
色
紙
抽
選
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

出
演

：

淀
屋 

萬
月（
吉
本
興
業
）

　
　

14
時
55
分
〜
15
時
15
分

：

中
村
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
演
奏

■
２
階 

研
修
室

　
　

９
時
30
分
〜
13
時

：

バ
ザ
ー

■
駐
車
場

　
　

10
時
30
分
〜：

模
擬
店

　
　

15
時
30
分
〜

：

も
ち
投
げ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎(

３
５)

３
０
１
１

　

 (
市)
保
健
介
護
課
　
　
　
　

 

☎(

３
４)

１
１
１
５

第
５
回 

四
万
十
市
ふ
く
し
健
康
ま
つ
り
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皆
様
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
夢
と
決
意
を
も
っ
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
３
月
の
東
日
本
大
震
災
、
９
月
の
紀
伊
半
島
豪
雨
だ
け
で
な
く
、
本

市
で
も
気
象
警
報
が
９
回
も
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
昨
年
７
月
、
東
北
被
災
地
を
視
察
し
、
河
口
か
ら
上
流
12
㎞
ま
で
呑
み

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
北
上
川
流
域
の
惨
状
を
見
て
、川
を
遡
る
津
波
の
破
壊
力

に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

い
ま
市
政
の
最
大
の
課
題
は
、防
災
を
中
心
と
す
る「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。
旧
中
村
町
は
昭
和
21
年
、
南
海
地
震
で
全
国
最
多
の
犠
牲
者
（
死

者
２
７
３
人
）
を
出
し
ま
し
た
。
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
次
の
南
海
地
震
で
は

一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
覚
悟
で
諸
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
絆
。人
と
人
と
の
扶（
た
す
け
あ
い
）で
す
。

　

四
万
十
市
は「
清
流
に
歴
史
と
文
化
を
映
す
ま
ち
」。基
幹
産
業
の
第
一
次
産

業
を
ベ
ー
ス
に
、山
・
川
・
海
の
幸
や
伝
統
文
化
な
ど
の
観
光
資
源
等
を
融
合
さ

せ
、
自
然
と
共
生
し
た
地
域
振
興
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
生
活

や
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
募
集
を
し
て
い
る
「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
が
続
々
と
増

え
て
い
ま
す
。
団
員
の
大
半
は
地
元
出
身
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
旅
行
や
祭
り
、

イ
ベ
ン
ト
（
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
）
で
一
度
来
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ご
縁
が
き
っ
か
け
の
方
々
で
す
。
そ
れ
だ
け
本
市
の
自
然
、
風

土
、文
化
、な
に
よ
り
も
こ
こ
に
住
む
わ
れ
わ
れ
が
魅
力
的
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
文
久
２
年（
１
８
６
２
年
）、一
條
神
社
が
創
建
さ
れ
て
か
ら
１
５
０

年
。下
鴨
神
社
に
御
神
火
を
い
た
だ
き
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
30
年
。

　

11
月
に
は
、い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
に
あ
わ
せ
て
、全
国
京
都
会
議（
小
京
都
の
集

ま
り
）を
開
き
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
こ
の
地
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、全
国
に
発
信
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
希
望
を
胸
に
初
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
公
、
私
共
に
計
画
や

抱
負
を
胸
に
望
む
心
構
え
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
四
万
十
市
発
足
か
ら
８
年
目
の
年
が
明
け
ま
し
た
。

　

合
併
の
特
典
で
あ
り
ま
す
特
例
債
事
業
は
総
額
88
億
円
の
内
残
額
は
約
９

億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

庁
舎
建
設
の
大
型
事
業
か
ら
現
在
進
行
中
の
中
村
、川
﨑
小
学
校
の
増
改
築
、

耐
震
事
業
、
基
本
設
計
に
入
っ
た
西
土
佐
支
所
合
築
事
業
、
ふ
る
さ
と
市
の
更

新
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
26
年
度
末
完
成
の
制
約
の
あ
る
中
で
、
残
額
の
効

果
的
活
用
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
10
年
間
で
の
国
、県
の
合
併
支
援
金
約
14
・
4
億
円
も
、ほ
と
ん
ど
が
歳

入
と
な
り
本
市
の
財
政
運
営
は
将
来
に
向
け
、一
定
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
た
事

は
合
併
の
大
き
な
成
果
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
乍
ら
合
併
の
功
罪
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
。昨
年
の
議
会

報
告
会
で
提
言
や
要
望
を
受
け
た
中
で
、
市
長
に
伝
達
す
る
も
の
、
議
会
で
検

討
す
る
も
の
、区
分
し
て
今
後
可
能
な
限
り
反
映
す
べ
く
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

本
市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
繋
げ
る
た
め
に
、実
施
し
た
事
業
の
検
証
を
す
る

中
で
、
社
会
福
祉
、
産
業
基
盤
、
環
境
整
備
な
ど
、
住
み
よ
い
四
万
十
市
の
構
築

に
向
け
、皆
様
よ
り
付
託
さ
れ
た
代
表
機
関
と
し
て
更
に
研
鑽
を
重
ね
る
所
存

で
す
。

　

迎
え
た
新
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
じ
な
が

ら
、
議
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
御
教
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

市
長
　

田 

中
　

全

市
議
会
議
長
　

宮 

地 

　

昭

平
成
24
年
１
月
号
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期
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、平
成
24
年
度
に
は
国
直
轄
事
業
と
し
て
都

市
計
画
道
路
窪
川
佐
賀
線
の
う
ち
未
事
業
化
区
間
で
あ
っ

た
窪
川
〜
金
上
野
間
並
び
に
拳
ノ
川
〜
佐
賀
間
を
窪
川
佐

賀
道
路
と
し
て
事
業
化
す
る
よ
う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、現
在
、事
業
着
手
し
て
い
る
片
坂
バ
イ
パ
ス
を
含
む
17
・

3
㎞
区
間
全
線
の
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進

で
す
。

　

残
る
佐
賀
〜
四
万
十
間
に
つ
い
て
も
、関
係
機
関
に
強
く

要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、中
村
宿
毛
道
路（
平
田
〜
宿
毛
間
）に
つ
い
て
も
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、黒
潮
町
の
市
街
地
を
通
過
す
る
国
道
56
号
は
幅
員

も
狭
い
う
え
、歩
道
も
な
い
こ
と
か
ら
交
通
安
全
上
課
題
の

多
い
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、国
に
お
い
て「
大
方
改
良
」が

平
成
11
年
度
よ
り
事
業
化
さ
れ
、昨
年
11
月
か
ら
は
工
事
も

は
じ
ま
り
、
引
き
続
き
用
地
買
収
や
工
事
を
進
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
減
少
す

る
と
と
も
に
、渋
滞
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
高
知
市
方
面

へ
行
く
の
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

幡
多
地
域
の
道
路
網
整
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　四万十町仁井田地区（来年度開通予定）

至四万十市

四国横断自動車道

至高知市

ゆういんぐ
四万十

ゆういんぐ
四万十

国道56号

　大方改良 計画ルート

太平洋

県道大用大方線

至四万十市

柳の川

土佐西南大規模公園
（大方地区）

吹上川

大方中学校

錦野団地

国道56号

至高知市

土佐くろしお鉄道

柳の川橋
L=19.4m
柳の川橋
L=19.4m

四国8の字ネットワーク　四国横断自動車道 概要図

　

四
国
横
断
自
動
車
道（
高
速
道
路
）は
昨
年
３
月
に
中
土
佐

Ｉ
Ｃ
ま
で
延
伸
し
、更
に
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
は
中
土
佐

Ｉ
Ｃ
〜
四
万
十
町
中
央
Ｉ
Ｃ（
窪
川
）間
が
開
通
予
定
で
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
も
再
認
識

さ
れ
た
よ
う
に
、高
速
道
路
は
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
に
お

け
る
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
ほ

か
、一
部
区
間
で
は
地
域
住
民
の
命
を
守
る
防
波
堤
に
な
る

な
ど
、「
命
の
道
」と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
に
お
い
て
も
、近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
南
海
地
震

に
備
え
る
た
め
に
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
（
未
開
通
区
間
）
を

解
消
し
、災
害
に
強
い「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
早

延
び
る 

四
国
横
断
自
動
車
道
（
高
速
道
路
）  

来
年
３
月
ま
で
に
窪
川
開
通

Ｉ

に は 仮称 ある

【凡例】

供用中

整備中

基本計画

予定路線

須
崎
東
Ｉ
Ｃ

須
崎
中
央
Ｉ
Ｃ

中
土
佐
Ｉ
Ｃ

須
崎
中
央
Ｉ
Ｃ

須
崎
中
央
Ｉ
Ｃ

四
万
十
町
東
Ｉ
Ｃ

四
万
十
町
西
Ｉ
Ｃ

四
万
十
町
西
Ｉ
Ｃ

拳
ノ
川
Ｉ
Ｃ(

仮
称)

拳
ノ
川
Ｉ
Ｃ(

仮
称)

四
万
十
Ｉ
Ｃ間

Ｉ
Ｃ

平
田
Ｉ
Ｃ

宿
毛
Ｉ
Ｃ(

仮
称)

宿
毛
Ｉ
Ｃ(

仮
称)

四
万
十
町
中
央
Ｉ
Ｃ

H28
以降
7.6km

H28
以降
7.6km

6.1km

7.0km

H28
以降
H28
以降

H24
予定
14.8km

H24
予定

H22
供用

H20
供用
H20
供用6.1km

14.8km

7.0km

H14
供用
7.0km

H20
供用
6.1km

H21
供用
2.5km

H14
供用
7.0km

H20
供用
6.1km

H21
供用
2.5km

中村宿毛道路
L=23.2km

窪川佐賀道路
L=17.3km

須崎道路
L=4.6km

新直轄区間

佐
賀
Ｉ
Ｃ(

仮
称)

佐
賀
Ｉ
Ｃ(

仮
称)

※
5.0km

※事業化が期待される区間

※
6.2km

※年度表記

平
成
24
年
１
月
号
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津
波
対
策
の
基
礎
的
調
査
と
し
て
市
内
沿
岸
部
（
下
田
、
八
束
、
東
山
）
の
集

会
所
、公
共
施
設
な
ど
の
避
難
場
所
を
中
心
に
海
抜
調
査
を
12
月
中
旬
か
ら
２

月
ま
で
か
け
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。調
査
を
し
た
１
０
０
箇
所
に
は
海
抜
高
度

の
表
示
板
を
設
置
し
ま
す
。
　
　

　

津
波
避
難
路
は
、今
年
度
は
過
去
の
実
績
を
大
幅
に
上
回
る
６
路
線
の
新
規

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
（
う
ち
３
路
線
は
下
田
、
八
束
地
区
に
お
い
て

完
成
ま
た
は
施
工
中
）、12
月
補
正
予
算
に
お

い
て
、４
路
線
の
追
加
を
決
定
。合
計
10
路
線

を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
予
算
を
さ
ら
に

増
額
し
ま
し
た
。
　

　

区
長
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎（
3
5
）2
0
4
4

100

1 0

海
抜
高
度
表
示
板
100
設
置

津
波
避
難
路
1 0
新
規
整
備

11
月
17
日
〜
12
月
15
日

11
月
17
日
　

幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
設
備
改
良

　
　
　
　
　

工
事
安
全
祈
願
祭

　
　

18
日
　

市
戦
没
者
・
満
州
分
村
殉
難
者
合
同
追
悼
式

　
　
　
　
　

幡
多
農
高
創
立
70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

　
　

19
日
　

ピ
ア
ふ
れ
あ
い
21

　
　

20
日
　

西
土
佐
産
業
祭

　
　
　
　
　

幡
多
中
央
消
防
組
合
採
用
試
験

　
　

22
日
　

四
万
十
川
河
口
事
業
地
元
協
議
会

　
　

23
日
　

一
條
神
社
例
大
祭

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
農
業
祭

　
　

24
日
　

高
梁
市
議
会
視
察
対
応

　
　
　
　
　

中
村
革
新
懇
と
の
懇
談

　
　

25
日
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

高
知
日
赤
病
院
訪
問（
同
）

　
　

26
日
　

市
職
員
採
用
試
験

　
　

28
日
　

国
道
56
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟

　
　
　
　
　

国
交
省
・
国
会
議
員
要
望（
東
京
〜
30
日
）

　
　

29
日
　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会

　
　
　
　
　

同
国
会
議
員
要
望

　
　

30
日
　

国
道
４
３
９
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　

国
交
省
・
国
会
議
員
要
望

　
　
　
　
　

農
商
工
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

食
農
連
携
機
構

　
　
　
　
　

農
林
中
金
総
合
研
究
所

12
月
１
日
　

西
土
佐
地
区
小
組
合
長
会

　
　

３
日
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
関
西
交
流
会（
大
阪
市
）

　
　

４
日
　

片
魚
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　
　

西
土
佐
文
化
祭

　
　

５
日
　

市
議
会
12
月
定
例
会
開
会（
〜
21
日
）

　
　

６
日
　

西
土
佐
地
域
区
長
会

　
　

７
日
　

災
害
時
電
気
設
備
等
復
旧
協
定
調
印
式

　
　
　
　
　

四
国
商
工
会
連
合
会
連
絡
協
議
会

　
　

10
日
　

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講
座

　
　

11
日
　

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭

　
　
　
　
　

佐
田
末
喜
氏
叙
勲
祝
賀
会

　
　

13
日
　

雇
用
創
造
促
進
協
議
会
試
食
会

　
　

14
日
　

八
束
地
区
区
長
会

市
長
日
誌

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を

求
め
る
全
国
大
会

　

11
月
29
日
、道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全

国
協
議
会
な
ど
の
主
催
で
「
安
全
・
安
心
の
道

づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会
」が
東
京
日
比
谷

公
会
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

道
路
整
備
を
求
め
る
全
国
の
自
治
体
の
首

長
な
ど
が
多
数
参
加
。本
市
か
ら
も
田
中
市
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
等
の
教
訓
を

踏
ま
え
、安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
づ
く
り
の

た
め
、
防
災
・
減
災
に
資
す
る
道
路
整
備
を
全

国
的
に
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど
５
項
目
を
決

議
。
引
き
続
き
、
各
県
ご
と
に
地
元
国
会
議
員

を
議
員
会
館
に
訪
ね
、県
内
の
道
路
整
備
を
強

力
に
進
め
る
よ
う
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
中
市
長
は
そ
の
活
動
の
前
後
に
も
、国
土

交
通
省
に
対
し
国
道
4
3
9
号
、国
道
56
号
バ

イ
パ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

地
　

区

整 

備 

地 

区

整
備
完
成
お
よ
び
施
工
中

計
画
段
階

下
田
地
区
（
8
路
線
）

八
束
地
区
（
5
路
線
）

東
山
地
区
（
1
路
線
）

下
田
、
八
束
地
区
（
3
路
線
）

下
田
、
八
束
地
区
（
7
路
線
）

事
業
費

事 

業 

費
３
３
９
０
万
円

１
６
９
０
万
円

【
平
成
23
年
度 

津
波
避
難
路
の
整
備
状
況
】

（
参
考
）平
成
16
〜
22
年
度 

整
備
実
績

平
成
24
年
１
月
号
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12
月
3
日
（
土
）
、
大
阪
市
東
成
区
の
土
佐
料
理
店
で
四
万
十
市
ふ
る

さ
と
応
援
団
の
関
西
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

12
月
1
日
現
在
の
団
員
数
は
8
0
0
人
を
超
え
、
そ
の
半
数
は
関
西

在
住
者
で
す
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、
関
西
在
住
の
団
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、本
市
へ
の
率
直
な
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

本
市
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
会
費
制
に
よ
り
初

め
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

中
村
高
校
同
窓
会
、
幡
多
農
高
同
窓
会
、
友
好
交
流
都
市
の
枚
方
市

民
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
な
ど
団
員
63
名
（
う
ち
本
市
出
身
20

名
）と
、市
か
ら
は
市
長
ほ
か
事
務
局（
企
画
広
報
課
）4
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
田
中
市
長
が
市
の
近
況
報
告
を
兼
ね
て
あ
い
さ
つ
。
高
知

県
大
阪
事
務
所
溝
渕
篤
所
長
、枚
方
市
地
域
振
興
部
宮
本
勝
裕
部
長（
市

長
代
理
）か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、出
席
者
最
高
齢
の
坂
本
至
玄

さ
ん（
敷
地
出
身
）の
音
頭
で
乾
杯
。

　

そ
の
後
様
々
な
方
に
マ
イ
ク
が
渡
さ
れ
、
四
万
十
市
へ
の
思
い
や
魅

力
に
つ
い
て
、語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

池
田
義
彦
さ
ん（
元
く
ろ
し
お
鉄
道
社
長
）か
ら
は
、「
四
万
十
市
の
こ

と
は
い
つ
も
気
に
か
か
る
。
ず
っ
と
応
援
を
し
た
い
」
と
力
強
い
お
言

葉
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
か
ら
も
、「
全
国
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

た
く
さ
ん
あ
る
が
、や
っ
ぱ
り
四
万
十
川
が
一
番
の
目
標
。第
二
の
ふ
る

さ
と
で
す
」と
語
ら
れ
る
と
、会
場
に
は
大
き
な
拍
手
が
わ
き
あ
が
り
ま

し
た
。

　

相
井
道
夫
さ
ん（
廟
嶺
京
都
満
州
開
拓
団
）は
、終
戦
後
、江
川
﨑
満
州

開
拓
団
と
一
緒
に
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
話
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

席
を
自
由
に
移
動
す
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
様
々
な
年

齢
層
、地
域
の
方
た
ち
が「
ふ
る
さ
と
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、土
佐
の
皿
鉢

料
理
や
特
産
品
を
前
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
団 

関
西
交
流
会

ウルトラマラソン４連覇中の山根文雄氏 ずらり並んだふるさとの皿鉢料理

　

「
四
万
十
市
の
出
身
で
な
く

て
も
、
本
市
が
大
好
き
な
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
！
」
ま
さ
に

私
の
こ
と
で
は
と
思
い
、
四
万

十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
募
集

開
始
と
ほ
ぼ
同
時
に
応
募
し

ま
し
た
。

　

今
回
関
西
で
の
交
流
会
が

あ
る
と
の
お
知
ら
せ
を
頂
き
、

純
粋
に
四
万
十
市
大
好
き
の

一
心
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

少
々
場
違
い
で
は
と
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
僭
越
な
が

ら
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
い
た
際

に
、
高
校
の
修
学
旅
行
で
初
め

て
行
っ
て
以
来
の
フ
ァ
ン
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
四
万
十
市
や

四
万
十
川
へ
の
想
い
を
お
話

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
お

陰
か
皆
様
に
温
か
く
迎
え
入

れ
て
頂
き
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
呑
め
な
い
お
酒
も

こ
の
日
は
美
味
し
く
い
た
だ

き
、 

皿
鉢
料
理
を
た
く
さ
ん

食
べ
、
色
ん
な
方
と
四
万
十
市

の
お
話
し
を
し
て
、
あ
っ
と
言

う
間
に
時
間
は
過
ぎ
、
帰
る
の

が
名
残
惜
し
く
な
る
ほ
ど
、
居

心
地
の
良
い
交
流
会
で
し
た
。

参
加
者
全
員
へ
の
お
土
産
の

ほ
か
に
、
抽
選
会
で
見
事
当
選

し
更
に
お
土
産
を
頂
き
、
幸
せ

な
気
分
で
帰
宅
し
ま
し
た
。 

　

以
前
、
四
万
十
市
を
訪
れ
た

際
に
、
町
で
遭
遇
し
た
小
学
生

が
帽
子
を
脱
い
で
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
私
に
挨
拶

し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
生
活

圏
内
で
は
、
残
念
な
が
ら
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
光
景
で
す
。
四

万
十
市
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
で

の
豊
か
さ
を
感
じ
る
出
来
事

で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
豊
か
な

四
万
十
市
で
あ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
応
援
し
続
け
ま
す
。
そ

し
て
い
つ
か
移
住
し
、
本
当
の

ふ
る
さ
と
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

す
て
き
な
時
間
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
西
交
流
会
に

参
加
し
て

向
谷 

有
加
里

　

大
阪
府
高
槻
市

　

昭
和
55
年
生
ま
れ

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

平
成
24
年
１
月
号
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今
春
も
、恒
例
の
四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

し
ま
す
。

　

市
内
在
住
者
の
た
め
の
無
料
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、お
好
き
な
コ
ー
ス
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
市
民
無
料
コ
ー
ス（
ご
り
、あ
か
め
、あ
ゆ
）へ
の
参
加
は
、市
内
在
住

　

の
人
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、参
加
賞
の
贈
呈
は
な
く
、完
歩
証
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

日
　
　

時
　

3
月
31
日（
土
）、4
月
1
日（
日
）
　

※
雨
天
決
行

集
合
場
所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
安
並
）

コ
ー
ス
・
参
加
料

※
参
加
料
は
、１
日
参
加
、２
日
参
加
と
も
同
額
で
す
。

　

参
加
コ
ー
ス
に「
ふ
じ
コ
ー
ス
」ま
た
は「
か
わ
せ
み
コ
ー
ス
」

　

を
含
む
場
合
は
2
4
0
0
円（
高
校
生
以
下
1
4
0
0
円
）、

　

含
ま
な
い
場
合
は
2
0
0
0
円（
高
校
生
以
下
1
0
0
0
円
）

　

に
な
り
ま
す
。

昼
　
　

食
　

１
食
6
0
0
円
　

※
事
前
申
込
の
み
。市
民
無
料
コ
ー
ス
参
加
者
も
申
込
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
　

3
月
2
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
係（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
3
4
）2
0
7
1 コ

ー
ス
名（
距
離
）

ご
り（
10
㎞
）

あ
か
め（
16
㎞
）

く
じ
ら（
29
㎞
）

あ
ゆ（
17
㎞
）

て
な
が
え
び（
23
㎞
）

ふ
じ（
19
㎞
）

か
わ
せ
み（
30
㎞
）

日
　

時

3
月
31
日

（
土
）

9
時
出
発

4
月
1
日

（
日
）

8
時
出
発

参
加
料

（
高
校
生
以
下
）

2
0
0
0
円

（
1
0
0
0
円
）

2
4
0
0
円

（
1
4
0
0
円
）

市
民
無
料

コ
ー
ス

有無有無

当
日

受
付可

不
可

ル
ー
ト

不
破

四
万
十
大
橋

く
じ
ら
の
見
え
る
丘

佐
田
沈
下
橋

三
里
沈
下
橋

高
瀬
沈
下
橋

口
屋
内
沈
下
橋

スポーツセンター
↓

スポーツセンター

バス移動 ↓

　

幡
多
の
文
化
や
自
然
に
は
ま
り
こ
ん
で
い
る
人
た
ち
に
よ
る
研
究
発
表
会
で
す
。

　

昨
年
、は
じ
め
て
宿
毛
市
で
開
催
。今
年
は
四
万
十
市
で
開
き
ま
す
。

　

四
万
十
高
校
の
学
生
、幡
多
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
仕
掛
け
人
、地
元
の
植
物
研
究
者
、関
西

か
ら
移
住
し
海
に
潜
る
女
性（
高
知
大
院
生
）ら
８
名
が
、地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
た

ち
で
は
な
か
な
か
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
幡
多
の
魅
力
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

わ
か
り
や
す
く
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、や
さ
し
い
こ
と
を
ふ

か
く
、
ふ
か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
、お
も
し
ろ
い
こ
と
を

ま
じ
め
に
、
ま
じ
め
な
こ
と
を
ゆ
か
い
に
、ゆ
か
い
な
こ
と

を
い
っ
そ
う
ゆ
か
い
に
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、楽
し
い
交
流

の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
人
、幡
多
の
こ
と
が
気

に
な
る
人
、
幡
多
で
暮
ら
し
て
み
た
い
人
、身
近
な
場
所
に

広
が
っ
て
い
る
新
し
い
世
界
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　

時
　

2
月
11
日（
土
・
祝
） 

　
　
　
　

受
　

付

：12
時
〜 

　

　
　
　
　

発
表
会

：13
時
〜
17
時
30
分 

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
2
階 

大
会
議
室 

内
　

容
　

最
新
の
情
報
を
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　

h
ttp

:/
/
w
w
w
.h
a
ta
-c
h
iik
i.n
e
t/
 

定
　

員
　

先
着
1
0
0
人

参
加
費
　

資
料
代
5
0
0
円 

申
込
期
間
　

1
月
23
日（
月
）〜
2
月
10
日（
金
） 

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
事
前
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

資
料
代
の
徴
収
は
当
日
受
付
で
行
い
ま
す
。 

主
　

催
　

幡
多
研
究
会「
は
た
の
お
と
」、（
市
）教
育
委
員
会 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】 

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
振
興
係 

　

☎（
3
4
）7
3
1
1 

　

F
A
X(

3
5
）4
2
6
0 

　

E
-M

a
il：
c
u
ltu

re
@
c
ity

.shim
a
n
to
.lg
.jp
 

※
F
A
X
お
よ
び
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、住
所(

市
町
村
名)

、氏
名
、年
齢
、

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

幡
多
の
魅
力
を
語
ろ
う

「
は
た
の
お
と
」研
究
発
表
会
２
０
１
２

平
成
24
年
１
月
号
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も
っ
と
身
近
に
、よ
り
便
利
に

デ
マ
ン
ド
交
通
を

　
　
　
　
　

拡
大
し
ま
す

も
っ
と
身
近
に
、よ
り
便
利
に

デ
マ
ン
ド
交
通
を

　
　
　
　
　

拡
大
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
22
年
3
月
に
「
四
万
十
市
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
公
共
交

通
の
再
生
と
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
は
、公
共
交
通
利
用
者
の
代
表
者
や
交
通

事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
公
安
委
員
会
、
国
、
市
役
所

等
で
組
織
し
て
い
る「
四
万
十
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
」
で
４
回
の
協
議
を
行
い
、
次
の
と
お

り
公
共
交
通
に
つ
い
て
改
善
を
行
う
予
定
で
す
。

　

現
在
運
行
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
西
土
佐
エ
リ

ア
、
後
川
エ
リ
ア
の
他
に
富
山
お
よ
び
蕨
岡
地
区
を
追
加

し
て
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　

富
山
お
よ
び
蕨
岡
を
東
西
の
エ
リ
ア
に
区
分
し
、
東
側

を
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
）
、
西
側
を
乗
合
ワ

ゴ
ン（
ふ
れ
愛
号
）で
運
行
し
ま
す
。

　

今
回
、乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
た
の
は
、広
大
な

面
積
に
集
落
が
点
在
す
る
な
ど
、
東
富
山
地
区
の
複
雑
な

地
形
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ワ
ゴ

ン
車
１
台
で
は
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
は
迅
速
に
対
応
し

き
れ
な
い
と
考
え
、
東
富
山
・
東
蕨
岡
エ
リ
ア
に
は
、
２
台

の
タ
ク
シ
ー
車
両
を
配
置
し
、
予
備
車
を
含
め
最
大
４
台

で
、
な
る
べ
く
早
く
利
用
者
を
輸
送
で
き
る
体
制
と
し
て

い
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
車
両
は
、
ワ
ゴ
ン
車
両
と
比
較
す
る
と
経
費

を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
機
動
性
も
優
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
四
万
十
市
の
新
し
い
乗
合
で
の
公
共

交
通
手
段
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
運
行
し
て
い

る
後
川
エ
リ
ア
の
岩
田
地

区
の
一
部
（
岩
田
川
左
岸

側
）も
運
行
エ
リ
ア
に
加
え

る
予
定
で
す
。

　

対
象
地
区
の
人
へ
は
、地

区
で
の
説
明
会
も
し
く
は

回
覧
等
で
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

（
９
ペ
ー
ジ
図
参
照
）

●「
ふ
れ
愛
号
」運
行
エ
リ
ア
拡
大
、「
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
」も
登
場

　

四
万
十
市
デ
マ
ン
ド
交
通
の
エ
リ
ア
拡
大
に
よ
り
既
存

の
バ
ス
路
線
が
廃
止
と
な
る
こ
と
か
ら
、安
並
地
区
へ
中
村

ま
ち
バ
ス
の
運
行
エ
リ
ア
を
拡
大（
国
道
４
３
９
の
安
並―

麻
生
間
を
延
長
）
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
い
バ
ス
停
留

所
を
９
箇
所
増
設
す
る
予
定
で
す
。（
９
ペ
ー
ジ
図
参
照
）

　

ま
た
、中
村
ま
ち
バ
ス
の
１
回
で
の
乗
車
人
数
は
数
人
で

あ
る
た
め
車
両
を
小
型
化
し
燃
料
費
や
維
持
費
等
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

【
追
加
バ
ス
停
】

　

市
役
所
玄
関
前

　

具
同
ト
ン
ボ
郵
便
局
前

　

具
同
マ
ル
ナ
カ
前

　

安
並
〜
麻
生
間

　

（
団
地
入
口
、曽
我
の
下
、大
柳
、秋
田
天
満
宮
、秋
田
、

　

 

麻
生
）

●
中
村
ま
ち
バ
ス
運
行
エ
リ
ア
拡
大
、バ
ス
停
追
加
、車
両
の
小
型
化

運
行
開
始
予
定
時
期：

３
月
17
日

（
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正
時
期
）

開
始
予
定
時
期：

３
月
17
日

（
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正
時
期
）

ふれ愛タク
シー

ふれ愛タクシー(イメージ) 平
成
24
年
１
月
号
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市
内
の
路
線
バ
ス
等（
ま
ち
バ
ス
、デ
マ
ン
ド
交

通
を
含
む
）
を
市
役
所
へ
乗
入
れ
で
き
る
よ
う
に

し
、
市
役
所
玄
関
前
付
近
で
乗
降
で
き
る
よ
う
に

路
線
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。

●
市
役
所
へ
乗
り
入
れ

開
始
予
定
時
期：

３
月
17
日

（
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正
時
期
）

　

市
内
の
老
朽
化
し
た
バ
ス
停
の
改
修
や
運
行
エ
リ

ア
拡
大
に
よ
る
バ
ス
停
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、運
行
エ
リ
ア
拡
大
お
よ
び
運
行
ル
ー
ト
の
変

更
等
に
よ
る
市
民
へ
の
周
知
を
行
い
、利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
バ
ス
待
合
環
境
整
備

開
始
予
定
時
期：

１
月
〜
３
月

開
始
予
定
時
期：

４
月

　

市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
運
賃
を
、利
用
者
に
わ
か

り
や
す
く
精
算
を
簡
単
に
す
る
た
め
、１
０
０
円
刻

み
運
賃
と
す
る
予
定
で
す
。

●
１
０
０
円
刻
み
運
賃
導
入

【問い合わせ先】（市）企画広報課 企画調整係　☎（３４）１１２９

デマンド交通、中村まちバス運行エリア 
拡大イメージ

　●デマンド交通運行中の地域…西土佐地域、後川地区、   
　　中村市街地
　●デマンド交通運行エリア拡大の地域…富山地区、蕨岡
　　地区、岩田地区（後川エリア）
　※エリア拡大による廃止予定の路線
　　　　…三ツ又線、奥片魚線、大用線、中ノ川線、利岡線

平
成
24
年
１
月
号
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平
成
23
年
12
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針

（
要
旨
）

■
平
成
24
年
度
予
算
編
成
方
針
　

　

四
万
十
市
は「
清
流
に
歴
史
と
文
化
を
映
す
ま

ち
」
で
あ
り
、
基
幹
産
業
の
第
一
次
産
業
を
ベ
ー

ス
に
、山
・
川
・
海
の
幸
や
伝
統
文
化
な
ど
の
観
光

資
源
等
を
融
合
さ
せ
、自
然
と
共
生
し
た
地
域
振

興
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
生
活
や

健
康
を
守
り
、
市
民
が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
、
全
国
の
方
々
と
の
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
る
ま
ち
、そ
う
い
っ
た
人
と
人
の
心
が
ふ

れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
を

巡
っ
て
は
、
政
府
は
交
渉
参
加
に
向
け
て
、
関
係

国
と
の
協
議
に
入
る
こ
と
を
表
明
し
た
。も
し
参

加
と
な
れ
ば
、国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、本
市
に
お
い
て
も
第
一
次

産
業
を
は
じ
め
、大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
現
状
で
も
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、市
民
の
雇
用
や
生
活

に
対
す
る
不
安
は
深
刻
で
あ
り
、職
員
一
人
一
人

が
、こ
う
し
た
状
況
を
十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、

以
下
の
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組
む
。

(

１)

施
策
の
厳
選
と
重
点
化

①
対
話
と
協
調
̶

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

②
産
業
振
興
̶

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
保
健
・
医
療
・
福
祉
̶

　

い
の
ち
を
守
り
育
む
ま
ち
づ
く
り

④
環
境
・
基
盤
整
備
̶

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

⑤
歴
史
・
文
化
・
教
育
̶

　

誇
り
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り

(

２)

雇
用
の
視
点

　

市
政
の
果
た
す
べ
き
使
命
は「
市
民
の
生
活

と
暮
ら
し
を
守
る
」
こ
と
に
あ
る
の
で
、
市
民

の
不
安
の
根
源
で
あ
る
雇
用
の
確
保
に
最
優

先
で
取
り
組
む
。

(

３)

地
域
防
災
力
の
向
上

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、こ
れ
ま
で
の
地

震
・
津
波
対
策
の
見
直
し
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
対
応
が
必
要
。
津
波
避
難
路
・
避
難
場

所
の
整
備
、学
校
や
公
共
施
設
の
耐
震
補
強
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
の
ほ
か
、自
主
防
災
組
織
の
設

立
や
活
動
支
援
、非
常
用
物
資
や
食
糧
の
備
蓄
、

防
災
に
対
す
る
市
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
に
も
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、当
面

の
緊
急
対
策
等
に
留
ま
ら
ず
、
道
路
や
公
園
、

各
種
公
共
施
設
の
整
備
、
修
繕
、
維
持
管
理
な

ど
各
種
事
業
に
も
防
災
・
減
災
対
策
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
。

(

４)

西
土
佐
へ
の
施
策
の
推
進

　

小
学
校
再
編
に
向
け
た
川
﨑
小
学
校
の
増

築
及
び
大
規
模
改
造
、
学
童
保
育
施
設
、
小
中

学
校
共
同
調
理
場
と
い
っ
た
教
育
施
設
の
整

備
や
、
西
土
佐
中
央
地
区
ほ
場
整
備
、
津
野
川

若
者
住
宅
な
ど
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、西
土
佐
総
合
支
所
及
び
消
防
分
署
庁
舎
の

建
設
や
道
の
駅
情
報
発
信
拠
点
施
設
な
ど
、引

き
続
き
西
土
佐
地
域
へ
の
施
策
に
取
り
組
む
。

(

５)

財
政
構
造
の
健
全
化

　

全
て
の
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、
再
度
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
の
視
点
に
立
っ
て
、徹
底
し
た
見
直
し

を
行
う
市
債
に
つ
い
て
は
、元
金
償
還
額
以
内

の
発
行
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
）

の
遵
守
と
有
利
債
の
活
用
に
よ
る
公
債
費
負

担
の
適
正
化
に
努
め
、
歳
出
規
模
（
一
般
財
源

ベ
ー
ス
）の
早
期
抑
制
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

■
９
月
の
台
風
15
号
と

　

10
月
の
集
中
豪
雨

　

台
風
15
号
で
は
、今
年
８
月
か
ら
導
入
し
て

い
る
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
防
災
情
報「
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」
を
初
め
て
活
用
し
、
防
災
情
報
を

市
民
に
提
供
し
た
。
10
月
21
日
の
集
中
豪
雨
で

は
、道
路
側
溝
な
ど
の
排
水
能
力
を
超
え
た
雨

水
が
一
時
的
に
道
路
に
溢
れ
、市
街
地
を
中
心

に
住
家
42
棟
、
非
住
家
35
棟
の
床
下
浸
水
、

11
ヶ
所
の
が
け
崩
れ
被
害
が
発
生
し
た
。

■
県
道
昭
和
中
村
線
の
法
面
崩
壊

　

竹
屋
敷
地
区
で
10
月
６
日
、
法
面
崩
壊
が

あ
っ
た
が
、
土
砂
を
取
り
除
き
、
安
全
性
を
確

認
し
た
う
え
で
、無
事
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
を

開
催
し
た
。
そ
の
後
、
大
雨
の
影
響
で
11
月
９

日
に
も
崩
壊
が
あ
り
、現
在
全
面
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
。河
川
側
に
道
路
の
付
け
替
え
工

事
を
行
う
予
定
。

■
地
震
津
波
対
策

（
１
）津
波
避
難
対
策

　

津
波
避
難
路
の
新
規
整
備
の
追
加
と
し
て
、

下
田
・
八
束
地
区
で
４
路
線
を
計
画
。
今
年
度

は
重
点
投
資
に
よ
り
、計
画
路
線
を
含
め
て
10

路
線
を
整
備
す
る
。
竹
島
小
学
校
屋
上
（
海
抜

15
ｍ
）へ
の
避
難
用
外
付
け
階
段
の
整
備
に
係

る
基
礎
調
査（
地
質
・
屋
上
強
度
）の
実
施
と
津

波
避
難
タ
ワ
ー
を
２
基
整
備
す
る
。タ
ワ
ー
は
、

東
日
本
大
震
災
の
状
況
を
考
え
る
と
、巨
大
津

波
の
直
撃
を
受
け
る
沿
岸
部
で
は
な
く
、河
口

部
か
ら
距
離
的
に
離
れ
た
上
に
建
設
し
、施
設

か
ら
後
背
地
の
山
に
移
れ
る
よ
う
な
避
難
階

段
的
な
タ
ワ
ー
の
建
設
方
法
で
あ
れ
ば
効
果

的
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
竹
島
、

間
崎
、山
路
地
区
な
ど
を
候
補
地
と
し
て
検
討

し
、地
元
と
調
整
し
て
い
く
。

（
２
）情
報
連
絡
手
段
の
多
重
化
対
策

　

市
で
運
用
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
う

ち
携
帯
型
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
24
基
を
下
田
・
八

束
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
代
表
者
に
無
償

で
貸
付
け
、自
宅
に
設
置
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
準
備
を
行
っ
て
い
る
。Ｉ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
未
整
備
地
区
及
び
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
計
画
の
な
い
地
区
に
は
、Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
と
地
区
の
有
線
放
送
設
備
を
接
続
す

る
こ
と
で
、防
災
情
報
を
い
ち
早
く
伝
達
す
る

た
め
の
事
業
を
新
年
度
予
算
に
計
上
す
る
。

■
庁
舎
総
合
防
災
避
難
訓
練

　

11
月
９
日
、秋
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
、

新
庁
舎
と
な
っ
て
初
め
て
の
庁
舎
総
合
防
災

避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

か
み

海抜高度表示板
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■
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業

　

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
保
健
や
福
祉
、

介
護
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
地
域
組
織
は

役
員
の
な
り
手
が
少
な
く
、組
織
の
維
持
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、高
齢
者
や
障
害
者
を
地

域
で
支
え
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
主
体
の

組
織
再
編
を
図
る
た
め
、昨
年
11
月
か
ら
市
民
各

層
の
代
表
者
か
ら
な
る
委
員
会
で
検
討
を
お
願

い
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
行
の
地
域
組
織
で

あ
る
地
域
保
健
推
進
委
員
会
、高
齢
者
地
域
ふ
れ

あ
い
談
話
室
、地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て

い
る
事
業
を
「
健
康
づ
く
り
事
業
」
、「
介
護
予
防

･
障
害
者
･
高
齢
者
生
き
が
い
交
流
事
業
」、「
支

え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」の
各
事
業
に
置
き
換
え
、

そ
の
担
い
手
も
集
落
を
基
礎
と
し
た
一
つ
の
組

織
に
再
編
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
提
言

書
を
受
理
し
た
。提
言
の
趣
旨
及
び
内
容
を
で
き

る
だ
け
早
期
に
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、制
度

改
正
等
に
努
め
る
。

■
市
民
病
院

　

市
民
病
院
の
経
営
改
善
は
、平
成
22
年
３
月
に

策
定
し
た
現
行
の
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
改
革
プ
ラ
ン
は
、
有

識
者
３
名
と
地
域
代
表
２
名
で
構
成
す
る
改
革

プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
に
よ
る
検
討
を
経
て
策
定

を
し
て
い
る
が
、市
民
病
院
が
今
後
果
た
す
べ
き

役
割
や
そ
れ
に
伴
う
経
営
支
援
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
は
、も
っ
と
幅
広
い
市
民
の
方
々
か
ら
の

ご
意
見
も
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、20
名
程
度
で
構
成
を
す
る

「
市
民
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
等
検
討
会
」
を
年

度
内
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
10
月
、
病
院
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、病
院
広
報
誌「
せ
せ
ら
ぎ
」

を
創
刊
し
た
。

■
出
会
い
の
応
援

　

11
月
20
日
に
、
結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男

女
を
対
象
に
「
す
て
き
な
出
会
い
オ
ー
タ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
i
n
四
万
十
」
を
開
催
し
た
。
男

女
そ
れ
ぞ
れ
30
名
の
募
集
定
員
の
と
こ
ろ
、男

性
40
名
、
女
性
33
名
の
応
募
が
あ
り
、
７
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。今
後
結
婚
へ
と
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

■
保
育
所
の
廃
止

　

西
土
佐
地
域
に
あ
る
津
野
川
へ
き
地
保
育

所
は
、児
童
数
が
24
年
に
は
４
名
に
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、集
団
保
育
機
能
が
果
た
せ

な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、保
護
者

や
地
域
の
皆
様
と
協
議
を
し
、
今
年
度
末
を

も
っ
て
廃
止
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
園
児
は
、

来
年
度
か
ら
川
﨑
保
育
所
に
通
所
す
る
こ
と

に
な
る
。

■
学
校
再
編
と
施
設
整
備

　

川
﨑
小
学
校
の
増
築
・
大
規
模
改
修
事
業
は

10
月
11
日
、
中
村
小
学
校
校
舎
の
改
築
事
業
は

10
月
20
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
来

年
４
月
、
10
月
の
完
成
に
向
け
て
、
計
画
ど
お

り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
広
域
化

　

広
域
的
な
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
、本
市
が
中
心
と
な

り
、
意
見
集
約
を
行
っ
た
結
果
、
来
年
４
月
１

日
か
ら
宿
毛
市
を
除
く
４
市
町
村（
土
佐
清
水

市
、
黒
潮
町
、
大
月
町
、
三
原
村
）
の
消
費
生
活

相
談
業
務
を
本
市
が
受
託
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
。関
係
市
町
村
の
消
費
生
活
行
政
及
び
消

費
者
相
談
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、地
域
住

民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
努
め
る
。

■
ご
み
対
策

　

来
年
度
か
ら
指
定
ゴ
ミ
袋
の
形
状
を「
レ
ジ

袋
型
」
に
変
更
し
、
四
方
を
結
び
や
す
く
す
る

こ
と
で
、市
民
の
利
便
性
を
図
る
。

■
地
域
公
共
交
通

　

昨
年
度
は
西
土
佐
地
域
、後
川
地
区
で
の
デ

マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運
行
を
開
始
し
た
が
、今

年
度
は
富
山
地
区
、蕨
岡
地
区
で
も
導
入
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
。
富
山
地
区
で
は
、
小
回

り
の
き
く
乗
合
型
タ
ク
シ
ー
「
ふ
れ
愛
タ
ク

シ
ー
」（
仮
称
）
も
導
入
す
る
。
年
度
内
の
実
証

運
行
を
目
指
し
、説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
。

■
河
口
砂
州
復
元
対
策

　

導
流
堤
ブ
ロ
ッ
ク
移
設
（
長
さ
１
０
０
ｍ
）

が
完
了
し
、河
床
復
元
工
事
に
つ
い
て
も
袋
詰

玉
石
据
付
及
び
土
砂
や
栗
石
の
投
入
が
一
部

完
了
し
た
。 

今
年
度
、
国
土
交
通
省
が
河
川
の

堆
積
土
砂
を
掘
削
し
、そ
の
土
砂
を
県
が
提
供

を
受
け
、引
き
続
き
残
り
の
工
事
を
順
次
行
っ

て
い
く
。早
期
に
河
口
砂
州
を
復
元
で
き
る
よ

う
、今
後
も
関
係
機
関
に
対
し
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

■
道
路
網
の
整
備

　

四
国
横
断
自
動
車
道
の
中
土
佐
〜
窪
川
間

は
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
、24
年
度
末
に
供

用
開
始
さ
れ
る
予
定
。片
坂
バ
イ
パ
ス（
６
・
１

㎞
）
は
、
用
地
買
収
や
工
事
用
道
路
の
整
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、７
月
か
ら
本
線
の

工
事
に
着
手
。
残
る
２
区
間 

（
窪
川
〜
金
上
野

間
５
・
０
㎞
、
拳
ノ
川
〜
佐
賀
間
６
・
２
㎞
）
も
、

来
年
度
の
新
規
事
業
着
手
に
向
け
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　

国
道
４
４
１
号
は
、
県
が
網
代
・
川
登
の
２

工
区
の
工
事
も
早
期
完
成
に
向
け
重
点
投
資

を
行
っ
て
お
り
、順
調
に
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

残
る
「
西
土
佐
道
路
」（
仮
称
）
に
つ
い
て
も
全

長
６
㎞
の
う
ち
口
屋
内
地
区
を
迂
回
す
る
約

３
㎞
の
バ
イ
パ
ス
を
平
成
24
年
度
か
ら
県
事

業
と
し
て
着
手
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

早
期
の
全
線
完
成
に
向
け
大
き
な
前
進
と
な

る
も
の
で
あ
り
、今
後
も
早
期
整
備
に
向
け
て

関
係
機
関
に
強
力
に
働
き
か
け
て
い
く
。 き

ん
じ
ょ
う
の

市民病院 健康フェア(11月23日)
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　市職員の給与は、民間給与の動向や各界、各地域からの意見などを総合的に勘案した人事院勧告等に沿い、
国家公務員や他の地方公共団体との均衡を図りながら、必要な条例議案を市議会に提案し、決定されます。
　平成２３年度四万十市の職員数・給与等の現状について市民の皆さんにお知らせします。

市職員の給与等の状況市職員の給与等の状況

１. 部門別職員数の状況（平成 23年４月１日現在）
区　　　       分
部　　　       門

職　　員　　数
備　　　考２２年度 ２３年度 比　較

公営企業等

一般行政

（福祉関係を除く）

福祉関係

一般行政　計
教育行政

普通会計　計

議　会
総　務
税　務
農　水
商　工
土　木
小　　   計

小　　   計

小　　   計

民　生
衛　生

教　育

病　院
水　道
下水道
その他

総　　合　　計

　４
　７７
　２８
　　２５
　　８
　３０
１７２
１６４
３１
１９５
３６７
　５６
４２３
１２６
１３
５
３４
１７８
６０１

　　　４
　７９
　２８
　　２７
　　９
　２８
１７５
１６５
３１
１９６
３７１
５６
４２７
１２７
１２
５
３５
１７９
６０６

　　　－
　２
－
２
１

△　２
３
１
－
１
４
－
４
１

△　１
－
１
１
５

※診療所含む。

※国保会計等

(注 )　職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）です。

 ２. 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位 : 千円）

区　　　  分

( 注 )　人件費とは一般職・特別職に支給された給与、報酬、退職手当並びに共済組合負担金等のことです。

住民基本台帳人口
（３月３１日現在） 歳出額Ａ

人件費率
 (Ｂ/Ａ)実質収支 人件費Ｂ

２２年度

２１年度

35,992 人

36,351 人

21,224,257

22,831,856

237,549

279,622

3,576,823

4,062,785

16.8％

17.8％

 ３. 職員給与費の状況

 ４. 職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 23年 4月 1日現在）

区　分

(注 )１．この表は職員（教育長除く）の給与費について示したもので、事業費支弁給与費も含みます。
　　２．職員手当は退職手当を除く扶養手当、住居手当、通勤手当等です。

( 注 )１．この表の職員（教育長除く）の給与費は、平成２３年度の当初予算の計上額で、事業費支弁給与
　　　費も含みます。（　）内は、９月補正予算後の給与費です。
　　２．職員手当は退職手当を除く扶養手当、住居手当、通勤手当等です。

２２年度

２１年度

(1)　普通会計決算　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）　（参考）普通会計予算（２３年度）　　　　　　　  （単位 : 千円）

給　　      与　       　費職員数
(Ａ) 給　　料 計 (Ｂ)職員手当 期末勤勉手当

１人当たり
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

427 人

422 人

1,659,105

1,705,026

256,809

211,305

589,923

641,782

2,505,837

2,558,113

5,868

6,062

区　分

２3年度

職員数
(Ａ) 給　　料 計 (Ｂ)職員手当 期末勤勉手当

424人

(426 人 )

1,711,437

（1,663,508）

234,972

（243,679）

614,060

（586,630）

2,560,469

（2,493,817）

6,039

(5,854)

１人当たり
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

　５. 職員の初任給の状況（平成 23年 4月 1日現在）

　６. 一般行政職の級別職員数の状況（平成２３年４月１日現在）　

市

高知県

国

322,636 円

338,188 円

327,205 円

161,900円

140,400円

　Ⅱ種　172,200円

　　 140,100円

382,150 円

392,642 円

397,723 円

42.3 歳

43.9 歳

42.3 歳

345,949 円

329,140 円

283,862 円

365,293 円

353,872 円

321,662 円

47.0 歳

55.3 歳

49.5 歳

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
区分

区分 市 国

一般行政職

  （初級）

大学卒

高校卒

給　　      与　        費

区分 １級 ２級 ３級 ４級 5級 ６級
合　　計

職務の級 主事等　　     主事等      主査等 係長等          補佐等      課長等

２３年度
３６人
(13.9％)

１１人
(4.3％)

４９人
(18.9％)

９９人
(38.2％)

３４人
(13.1％)

３０人
(11.6％)

２５９人
(100.0％)

( 注 )１．税務職、福祉職、医療職等を除いた級別職員数の状況です。

２．（　）内はそれぞれの構成割合を示したものです。
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　７. 職員手当の状況（平成23年4月1日現在）

　8. 特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）

　10. 職員数の推移（各年度4月1日）

　9. 職員の福祉について
　職員の共済制度は、病気・負傷などについて適切な給付を行う相互救済を目的とするもので、高知県市町村職員共済組合が制度を運用し、
保険給付などを行なっています。
　その他に宿泊施設などの利用助成事業および職員の慶弔などにかかる給付事業などを行う高知県市町村職員互助会に加入しています。

区　分

区　　　　分 月　　　　　額 期末手当

期末および

勤 勉 手 当

退 職 手 当

市

 （支給率）　　自己都合      勧奨・定年
・勤続20年　 23.50 月分　30.55 月分
・勤続25年 　33.50 月分　41.34 月分
・勤続35年　 47.50 月分　59.28 月分
・最高限度額  59.28 月分　59.28 月分
・その他
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

市　　　長
副　市　長
教　育　長
議　　　長
副　議　長
委　員　長
議　　　員

３９０，０００円
３２７，０００円
３１２，０００円
３０２，０００円

　６月期　1．4　月分
１２月期　1．55 月分
　　計　　2．95 月分

　６月期　1．4　月分
１２月期　1．55 月分
　　計　　2．95 月分

国

退職時特別昇給　無 退職時特別昇給　　無

給　料

報　酬

区　　分 受診者数

定期健康診断

ガン検診・人間ドック

インフルエンザ予防接種

１６６人

４７７人

２０１人

会員数 市の負担金額会員掛金額

（単位：人）

（単位：人）

　　　　　期末手当　　  勤勉手当
 ・ 6月期　1.225 月分　　0.65 月分
 ・12月期　1.375 月分　　0.65 月分
　　 計　　2.6 月分　    　1.3   月分 

　　（5％～15％）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

17年度 18年度 19年度 20年度 22年度21年度

区　　分

旧 中 村 市

旧西土佐村

12年度

６２９

１１９

13年度

６２３

１１８

14年度

６２７

１１５

15年度

６１４

１０６

16年度

６０８

１０６

17年度

５９２

１０４

H17－H12

△３７

△１５

区　分 内　　　容 国の制度との異同

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

扶養親族である配偶者　　　　　　　　　　月額13,000円
配偶者以外の扶養親族１人につき　　　　　月額  6,500円
配偶者のない職員の扶養親族の１人目　　　月額11,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子1人につき（加算）　月額  5,000円

借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている職員）
・家賃23,000円以下　　　　　　　　家賃－12,000円
・家賃23,000円超55,000円未満　　　(家賃－23,000円)×1/2＋11,000円
・家賃55,000円以上　　　　　　　　27,000円

① 交通機関使用
・1ヶ月当り運賃等相当額55,000円を限度として支給
②自動車等の用具使用
・使用距離が2km～5km未満　　　   月額 3,300円
・使用距離が5km～35km未満  　　 1km増す毎に700円加算
・使用距離が35km～45km未満 　　1km増す毎に800円加算
・最高限度額（45km以上）　　　　　月額 33,100円

(1)健康診断および
　 予防接種の実施

(2)高知県市町村職員互助会について

主な事業内容
（医療費など給付金、各種祝金、弔慰金、人間ドック・施設の利用・厚生事業への助成）

　市職員の給与などの状況は、地方公務員法および市条例に基づき、「四万十市の人事行政運営等の状況」で公表しています。
　なお、詳しい内容は、四万十市公式ホームページなどでご覧になれます。

■閲覧方法等　四万十市公式ホームページ、市役所本庁総務課
【問い合わせ先】（市）総務課 人事係　☎（34）1111（代表／内線2322、2323）　☎（34）1803（直通）

　　　　　期末手当　    勤勉手当
 ・ 6月期　1.225 月分　 0.675  月分
 ・12月期　1.375 月分　 0.675  月分
　　 計　　2.6     月分　 1.35    月分 

（役職加算5％～20％）
（管理職加算10％～25％）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　（支給率）　自己都合　  勧奨・定年
・勤続20年　 23.50月分　30.55 月分
・勤続25年 　33.50月分　41.34 月分
・勤続35年　 47.50月分　59.28 月分
・最高限度額  59.28月分　59.28 月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

　　　同　じ

　　　同　じ

①　同　じ

②　異なる
　　自動車等の用具
　　使用距離区分に
　　ついて細分化し
　　ている。

８２０，０００円
６８３，０００円
６１１，０００円

６０５人 １３,４７７千円 １３,４８０千円

対前年度増減

６９６ ６７０ ６３７ ６１２ ６０６ ６０１

23年度

６０６ ５（対17年度△90）

（参考）
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12
月
13
日（
火
）、下
田
保
育
所
で
新
し
く
整
備
さ
れ
た
避
難

路
を
使
っ
て
、津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
整
備
さ
れ
た
避
難
路
は
、東
日
本
大
震
災
を
う
け
下

田
保
育
所
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
要
望
が
あ
り
、市
が
整
備
し
た
も
の

で
、下
田
保
育
所
フ
ェ
ン
ス
付
近
の
斜
面
を
通
っ
て
県
道
42
号

線
へ
直
接
つ
な
が
る
、幅
１
・
７
ｍ
、延
長
約
25
ｍ
の
避
難
路
で

す
。

　

当
日
、
園
児
35
名
と
保
育
所
職
員
が
避
難
訓
練
を
行
っ
た

結
果
、
避
難
所
の
下
田
中
学
校
ま
で
の
到
着
時
間
が
５
分
と
、

今
ま
で
８
分
か
か
っ
て
い
た
の
を
３
分
短
縮
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、少
し
で
も
時
間
短
縮
が
で
き
る
よ
う
月
１
回
の
避

難
訓
練
を
実
施
し
、子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

下
田
保
育
所
避
難
訓
練

12
3 (土)

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

12
月
３
日
（
土
）
、
第
20
回
四
万
十

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
を
安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
四
万
十
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
協
議
会
が
主
催
し
、
日
常

各
団
体
で
行
う
種
目
と
は
異
な
る

種
目
で
交
流
を
行
い
、
特
定
の
種
目

に
限
定
さ
れ
な
い
、
し
な
や
か
な
心

と
体
を
作
り
、
友
達
の
和
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
各
団
体
か
ら
８
チ
ー

ム
70
人
が
参
加
し
、
高
学
年
の
部
と

低
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
逆
転
す
る
試

合
や
接
戦
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

【
成
績
】

　

高
学
年
の
部

　
　

優
　

勝
　

東
山
ボ
ー
イ
ズ
A
１

　
　

準
優
勝
　

東
山
ボ
ー
イ
ズ
A
２

　
　

第
３
位
　

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A
2

　

低
学
年
の
部

　
　

優
　

勝
　

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B

　
　

準
優
勝
　

東
山
ボ
ー
イ
ズ
B

　
　

第
３
位
　

中
村
J
r
．ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
A

11
20(日)

　

11
月
20
日
（
日
）
、
新
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
で
、
市

の
主
催
に
よ
る
「
す
て
き
な

出

会

い

オ

ー

タ

ム

パ

ー

テ
ィ
ー
i
n
四
万
十
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身

男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
少
子
化
の
流

れ
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　

男
性
29
名
、
女
性
30
名
が

公
募
に
よ
り
参
加
し
、
出
会

い
の
き
っ
か
け
応
援
事
業
検

討
委
員
や
婚
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

初
め
は
少
し
緊
張
し
て
い
た

参
加
者
た
ち
も
次
第
に
打
ち

解
け
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
パ
ー
テ
ィ
ー
は
進
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
7
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
誕
生
し
た
カ
ッ
プ

ル
が
結
婚
へ
と
進
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

出
会
い
の
応
援

7
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
!!

12
13(火)
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11
21(日)

片
魚
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

12
月
4
日（
日
）、片
魚
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
片
魚
中
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

今
年
で
21
回
と
な
る
こ
の
お
祭
り
は
、

当
初
は
地
区
の
特
産
品
を
売
る
小
さ
な

良
心
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
こ
か
ら

徐
々
に
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
、
今
で
は

た
く
さ
ん
の
人
々
が
参
加
す
る
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
手
づ
く
り
コ
ン

ニ
ャ
ク
や
い
な
き
米
、軽
食
コ
ー
ナ
ー
で

は
、五
目
う
ど
ん
や
串
焼
な
ど
が
販
売
さ

れ
、参
加
者
は
自
然
い
っ
ぱ
い
の
な
か
で

片
魚
地
区
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
の
代
名
詞
は
な
ん
と
い

っ
て
も「
あ
い
が
も
レ
ー
ス
」と「
丸
太
切

り
競
争
」で
す
。

　

あ
い
が
も
レ
ー
ス
で
は
1
着
に
な
っ

た
カ
モ
に
投
票
し
た
人
に
、
片
魚
地
区
な

ら
で
は
の
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も

た
く
さ
ん
参
加
、観
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
一
條
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
行
わ
れ
、山
里
に
迫
力
あ
る
音
が
響
き

わ
た
り
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は「
も
ち
な
げ
大
会
」が
行
わ
れ
、た
く
さ
ん
の
参
加
者
と
と

も
に
地
元
住
民
も
一
緒
に
な
り
、全
員
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

11
18(金)

11
22(火)

協
働
の
森
事
業 

交
流
間
伐
を
実
施

　

11
月
中
〜
下
旬
に
か
け
て
、西
土
佐
地
域
の
市
有
林
２
箇

所
に
お
い
て
、協
働
の
森
事
業
協
賛
企
業
社
員
に
よ
る
交
流

間
伐
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、西
土
佐
地
域
で
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
３
協
定

の
内
の
２
つ
で
、
今
回
、
協
定
締
結
後
の
初
め
て
の
間
伐
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
各
企
業
の
社
員
た
ち
は
ノ
コ
ギ
リ
を
手
に
関

係
機
関
、
事
業
体
の
指
導
で
間
伐
を
行
い
、
ヒ
ノ
キ
を
切
り

倒
し
ま
し
た
。今
回
実
施
の
協
定
林
と
協
賛
企
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
11
月
18
日（
金
）実
施 

　

14
名
参
加

　

岩
間
市
有
林

　

「
ア
サ
ノ
ｅ
ｃ
ｏ
〜 

木
漏
れ
陽
の
森
」

　

協
賛
企
業：

浅
野
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
株
）
　

●
11
月
22
日（
火
）実
施
　

 

５
名
参
加

　

半
家
市
有
林「
清
流
の
森
」

　

協
賛
企
業：

（
株
）清
流
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

「
知
っ
ち
ょ
っ
た
？

小
京
都
中
村
」（
そ
の
２
）
が

で
き
ま
し
た
！

　

四
万
十
玉
姫
の
会
が
、「
知
っ
ち
ょ
っ

た
？
小
京
都
中
村
」（
そ
の
２
）を
作
成
し

ま
し
た
。

　

「
そ
の
１
」で
は
、中
村
が
小
京
都
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、今
回
は
玉
姫
と
土
佐
一
條
家
と
の

関
係
に
つ
い
て
、簡
単
な
系
譜
と
人
物
の

イ
メ
ー
ジ
図
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
は
一
条
通
、
京
町
、
天
神

橋
、東
下
町
の
四
万
十
玉
姫
の
会
の
加
盟

店
に
置
い
て
い
ま
す
。

清流メンテナンス 間伐作業の様子

浅野環境ソリューション 記念写真

【問い合わせ先】四万十玉姫の会 篠川（喫茶ウオッチ）
☎（34）5796平

成
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叙
勲
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

左
記
の
と
お
り
中
村
駅
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

駅
前
広
場
改
修
工
事
も
駅
ま
つ
り
ま
で
に
は
完
了

し
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
中
村
駅
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

日
　

時
　

1
月
28
日（
土
）
　

場
　

所
　

中
村
駅
前
広
場

催
し
物
　

（
予
定
）

14
時
00
分
〜
　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
見
学
会
、撮
影
会

（
サ
ニ
ー
く
ん
、サ
ン
コ
ち
ゃ
ん
も
い

る
よ
！
）

15
時
30
分
〜
　

開
催
セ
レ
モ
ニ
ー

16
時
00
分
〜
　

吹
奏
楽
演
奏
会

（
県
立
中
村
中
学
高
等
学
校
）

16
時
30
分
〜
　

お
菓
子
投
げ

17
時
30
分
〜
　

餅
投
げ

18
時
05
分
〜
　

ミ
ニ
花
火

　

窪
川
発
〜
18
時
11
分
中
村
駅
着
の
普
通
列
車
に
乗

る
と
、列
車
の
中
か
ら
花
火
が
見
え
る
か
も
!?

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

（
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
務
局
、中
村
駅
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
）  

☎（
3
4
）1
1
2
9

　

今
ま
で
の
Ｓ
き
っ
ぷ
に
比
べ
て
断
然
お

得
な
「
く
ろ
し
お
Ｓ
き
っ
ぷ
10
枚
回
数
券
」

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

・
後
免
・
高
知⇔

中
村
　

2
9
5
0
0
円

 

（
１
枚
あ
た
り
2
9
5
0
円
）

・
後
免
・
高
知⇔

宿
毛
　

3
1
0
0
0
円

 

（
１
枚
あ
た
り
3
1
0
0
円
）

　

通
常
の「
片
道
運
賃+

自
由
席
特
急
料
金
」

に
比
べ
て
１
枚
あ
た
り
1
0
7
0
円
〜

1
6
1
0
円
お
得
!!

　

今
ま
で
の
Ｓ
き
っ
ぷ（
４
枚
綴
）と
比
べ
て

も
１
枚
あ
た
り
4
5
0
円
〜
1
0
0
0
円
お

得
!!

※
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ
ス
し

　

て
い
た
だ
く
と
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
ご

　

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道 

営
業
課  

☎（
3
5
）4
9
6
1

中
村
駅
ま
つ
り

中
村
駅
ま
つ
り

中
村
駅
ま
つ
り

く
ろ
し
お
Ｓ
き
っ
ぷ

10
枚
回
数
券
発
売

く
ろ
し
お
Ｓ
き
っ
ぷ

10
枚
回
数
券
発
売

く
ろ
し
お
Ｓ
き
っ
ぷ

10
枚
回
数
券
発
売

　

12
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、
普
通
列

車
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
を
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
列
車
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、19
日（
月
）に
は
、こ
の
列
車
に
具
同

保
育
所
の
年
長
組
の
園
児
が
乗
り
込
み
、
中

村
駅
ま
で
の
道
の
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
到

着
し
た
後
、
駅
に
設
置
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
に
、
園
児
た
ち
の
手
作
り
の
飾
り
を
付

け
、
駅
全
体
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

具
同
保
育
所
の
園
児
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
中
村
駅
の
２
本
の
モ
ミ
の
木
の
う
ち
１
本

　

は
、
柿
葉
隆
夫
さ
ん
（
岩
田
）
よ
り
ご
寄
付

　

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
列
車
運
行

ク
リ
ス
マ
ス
列
車
運
行

ク
リ
ス
マ
ス
列
車
運
行

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

け
る
功
労
者
の
な
か
で
、
春

秋
叙
勲
に
よ
っ
て
勲
章
を

授
与
さ
れ
て
い
な
い
方
に

対
し
て
、
年
齢
88
歳
に
達
し

た
機
会
に
勲
章
を
授
与
す

る
こ
と
と
す
る
「
高
齢
者
叙

勲
」
の
制
度
が
、
昭
和
48
年

6
月
以
降
、
毎
月
1
日
付
け

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
四
万
十
市
よ
り

次
の
方
が
高
齢
者
叙
勲
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
　

北
原 

岩
雄

長
年
に
わ
た
っ
て
保
護
司

を
努
め
ら
れ
、
地
域
の
更
生

保
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
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市教委だより

劇 サザエさんの一幕3年学級発表

N
E
V
E
R

 

G
I
V
E 

U
P

〜
仲
間
と
ひ
と
つ
に
〜

　

本
校
は
人
数
が
少
な
い
の
で
す
が
、そ
の
分
何

事
に
も
仲
間
と
一
つ
に
な
っ
て
や
り
き
ろ
う
と

す
る
団
結
力
は
、ど
こ
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

　

た
く
さ
ん
の
活
動
を
全
校
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
が
文
化
祭
で
す
。
縦
割
り
班
で
、
浦
島
太
郎
と

サ
ザ
エ
さ
ん
の
劇
を
し
ま
し
た
。ス
ト
ー
リ
ー
を

考
え
た
り
準
備
を
す
る
中
で
、意
見
を
出
し
合
い

協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨
年
に
比
べ
一

工
夫
さ
れ
て
い
て
、楽
し
い
劇
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
級
発
表
で
も
、
１
年
は
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
に
な
り
き
り
、２

年
は
マ
ジ
ッ
ク
と
大

道
芸
、３
年
は
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
と
A
K
B

48
に
な
り
き
り
、と
て

も
お
も
し
ろ
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、班
別

学
習
や
フ
リ
ー
ラ
ン

チ
、そ
ろ
ば
ん
タ
イ
ム

な
ど
、み
ん
な
で
協
力

し
、助
け
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
、笑
顔

一
杯
・
活
力
一
杯
の
学

校
を
創
っ
て
い
っ
て

い
ま
す
。

中筋中学校

5 （土）

11

ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

西ケ方小学校

蕨
岡
保
・
小
・
中

合
同
学
習
発
表
会

蕨岡小学校

　

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
、
蕨
岡
保
・
小
・

中
合
同
学
習
発
表
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
や
蕨
岡
地
区
の
人
々
の

ほ
か
に
も
、
竹
屋
敷
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
防
災
標
語
の
表
彰
、
保
育

所
の
園
児
の
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
で
始
ま
り

ま
し
た
。「
し
ば
て
ん
」「
ラ
ー
メ
ン
体
操
」「
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
踊
り
唄
を
披
露
し
て

く
れ
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
さ
に
見
て
い
る
人

も
和
み
ま
し
た
。

　

小
学
校
は
、
音
楽
祭
に
向
け
て
練
習
を
積

ん
で
き
た
合
唱
と
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

と
て
も
緊
張
し
て
喉
が
か
ら
か
ら
に
な
っ
た

そ
う
で
す
が
、
音
楽
祭
本
番
に
向
け
て
い
い

練
習
に
な
り
ま
し

た
。

　

中
学
校
は
、独
唱

や
合
唱
、合
奏
と
レ

ベ
ル
の
高
い
歌
や

演
奏
を
聴
か
せ
て

く
れ
た
ほ
か
、読
書

感
想
文
の
発
表
も

あ
り
、心
に
残
る
会

に
な
り
ま
し
た
。

初めての発表だったので、大変緊張している様子です
8 （水）

11

24（木）11

　

西
ケ
方
小
学
校
で
は
、11
月
24
日
に
、５
・

６
年
が
立
案
、
計
画
を
し
た
「
ピ
カ
ピ
カ
大

作
戦
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
地
域
の
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に

行
っ
て
い
る
地
区
清
掃
を
今
年
は
、
５
・
６

年
生
が
計
画
。地
域
の
人
に
も
お
手
紙
を
出

し
て
、参
加
を
求
め
る
な
ど
積
極
的
に
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
作
戦
当
日
は
、
地
元
の
人
々
と
い
っ

し
ょ
に
、西
ケ
方
地
域
全
体
を
綺
麗
に
し
よ

う
と
、各
班
に
分
か
れ
て
道
路
周
辺
の
ゴ
ミ

を
拾
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
る
道
端
で

す
が
、ち
ょ
っ
と
目
を
向
け
る
と
け
っ
こ
う

沢
山
の
ゴ
ミ
が
…
。あ
っ
と
い
う
ま
に
手
に

持
っ
た
ゴ
ミ
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

西
ケ
方
小
学
校
の
児
童
が
通
り
過
ぎ
た

後
の
道
路
は

ピ
カ
ピ
カ
に
、

が
ん
ば
っ
て

清
掃
作
業
を

行
っ
た
児
童

の
心
も
ピ
カ

ピ
カ
に
な
り
、

大
作
戦
は
大

成
功
と
な
り

ま
し
た
！

ピカピカ大作戦決行中！
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成
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ひ
き
こ
も
り
講
演
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
社
会
参
加
を

回
避
し
、長
期
に
わ
た
り
自
宅
に
閉
じ

こ
も
る
こ
と
で
、社
会
的
自
立
に
困
難

を
か
か
え
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い

て
理
解
を
し
、ど
の
よ
う
に
支
援
を
す

る
か
を
目
的
と
し
た
講
演
会
が
11
月

14
日(

月)

、
市
役
所
本
庁
で
開
催
さ
れ
、

約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
（
市
）
を
代
表
し
て
杉
本
副

市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、厚
生
労
働
省

の
「
ひ
き
こ
も
り
の
評
価
・
支
援
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」な
ど
の
作
成
に

も
携
わ
っ
た
山
梨
県
都
留
児
童
相
談

所
・
近
藤
直
司
所
長
が
「
ひ
き
こ
も
り

ケ
ー
ス
の
支
援
に
必
要
な
体
制
整
備

に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

近
藤
所
長
は
、不
登
校
を
含
め
た
ひ

き
こ
も
り
は
、家
族
的
要
因
や
文
化
的

要
因
、社
会
状
況
な
ど
環
境
要
因
が
深

く
関
与
し
、深
刻
な
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
の
ほ
と
ん
ど
は
何
ら
か
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
、精
神
疾
患
や

発
達
障
害
な
ど
に
よ
る
生
活
機
能
障

害
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て
が

精
神
科
医
療
の
対
象
で
は
な
く
、心
理

的･

社
会
的
支
援
に
よ
る
方
も
い
て
、

一
つ
ひ
と
つ
の
個
々
の
ケ
ー
ス
を
見

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
発
表
。

　

ま
た
支
援
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な

ケ
ー
ス
を
評
価
で
き
る
専
門
性
と
、当

人
に
対
す
る
心
理
療
法
、カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
就
労
を
目
的
と
し
た
支
援
、
家

族
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
親
の
会
、

社
会
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
生
活
や

就
労
を
目
指
し
た
地
域
に
お
け
る
支

援
体
制
や
、ひ
き
こ
も
り
へ
の
偏
見
解

消･

軽
減
支
援
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、

課
題
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
行

政
に
お
い
て
も
各
機
関
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
参
加
さ
れ
た
関
係
機
関
の

方
々
か
ら
の
感
想
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、ひ
き
こ
も
り
に
関
係
す
る
情
報

は
な
か
な
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

た
と
え
情
報
を
得
て
も
次
に
つ
な
げ

る
方
策
が
良
く
分
か
ら
な
い
と
い
っ

た
こ
と
や
、支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
は
簡
単
で
は
な
い
が
各
機
関
連
携

し
あ
っ
た
形
で
対
応
で
き
る
組
織
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
、発
達
障
害
に
つ
い
て
は
学
校
を
卒

業
後
の
追
跡
調
査
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、不
登
校
経
験
者
の
中
か
ら
ひ

き
こ
も
り
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
教
育
分
野
と
保
健･

福
祉
分

野
が
繋
が
り
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ひ
き
こ
も
り
で
悩
ま
れ
て

い
る
ご
家
族
の
個
別
相
談
に
４
名
の

方
か
ら
相
談
が
あ
り
、講
演
後
も
個
別

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

近藤真司さん

講
演
会

ガ
ッ
テ
ン
流
で
健
康
づ
く
り
！

　

〜
メ
タ
ボ
対
策
＆
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
　

健
康
生
活
の
ス
ス
メ
〜

講
演
会

ガ
ッ
テ
ン
流
で
健
康
づ
く
り
！

　

〜
メ
タ
ボ
対
策
＆
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
　

健
康
生
活
の
ス
ス
メ
〜

日
　

時
　

2
月
12
日（
日
） 

9
時
30
分
〜
12
時
30
分 

場
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
　

　
　
　
　

☎（
３
５
）１
０
０
０

講
　

師
　

北
折 

一

　
　
　
　

（
N
H
K
科
学
・
環
境
番
組
部
専
任

　
　
　
　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　

（
経
歴
）

　

１
９
６
４
年
　

愛
知
県
生
ま
れ 

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
大
学
文
学
部
卒 

　

１
９
８
７
年
　

N
H
K
入
局 

　

１
９
９
５
年
　

「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
立
ち
上
げ
に
参

　

１
９
９
５
年
　

加
、現
責
任
者 

　

（
主
な
著
書
）

　

「
か
ま
ぼ
こ
は
な
ぜ
11
ミ
リ
で
切
る
と
う
ま
い
の
か
？
」 

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン 

健
康
・
生
活
・
料
理
・
人
生
選

　

 

り
す
ぐ
り
○×

ク
イ
ズ
」

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン 

生
活
常
識
の
大
逆
転
」 

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
流 

死
な
な
い
ぞ
ダ
イ 

エ
ッ

　

 

ト
」 

同
最
新
版 

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン 

食
育
！
ビ
ッ
ク
リ
大
　

  

図
典
」 

な
ど 

主
　

催
　

国
立
会

　
　
　
　

（
高
知
県
国
立
大
学
歯
学
部
出
身
者
同

　
　
　
　

窓
会
連
合
）

申
込
締
切
　

２
月
２
日（
木
） 

※
参
加
料
無
料
、要
事
前
申
込

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

に
い
や
歯
科
医
院（
具
同
）

☎（
3
7
）4
1
8
2
　

F
A
X（
3
7
）6
7
8
2 

日
　

時
　

2
月
12
日（
日
） 

9
時
30
分
〜
12
時
30
分 

場
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
　

　
　
　
　

☎（
３
５
）１
０
０
０

講
　

師
　

北
折 

一

　
　
　
　

（
N
H
K
科
学
・
環
境
番
組
部
専
任

　
　
　
　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　

（
経
歴
）

　

１
９
６
４
年
　

愛
知
県
生
ま
れ 

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
大
学
文
学
部
卒 

　

１
９
８
７
年
　

N
H
K
入
局 

　

１
９
９
５
年
　

「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
立
ち
上
げ
に
参

加
、現
責
任
者 

　

（
主
な
著
書
）

　

「
か
ま
ぼ
こ
は
な
ぜ
11
ミ
リ
で
切
る
と
う
ま
い
の
か
？
」 

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン 

健
康
・
生
活
・
料
理
・
人
生
選

　

 

り
す
ぐ
り
○×

ク
イ
ズ
」

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン 

生
活
常
識
の
大
逆
転
」 

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
流 

死
な
な
い
ぞ
ダ
イ 

エ
ッ

　

 

ト
」 

同
最
新
版 

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン 

食
育
！
ビ
ッ
ク
リ
大
　

  

図
典
」 

な
ど 

主
　

催
　

国
立
会

　
　
　
　

（
高
知
県
国
立
大
学
歯
学
部
出
身
者
同

　
　
　
　

窓
会
連
合
）

申
込
締
切
　

２
月
２
日（
木
） 

※
参
加
料
無
料
、要
事
前
申
込

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

に
い
や
歯
科
医
院（
具
同
）

☎（
3
7
）4
1
8
2
　

F
A
X（
3
7
）6
7
8
2 

【問い合わせ先】（市）保健・医療・福祉連携推進本部　☎（34）1111（内線3310）

保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業

平
成
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（34）2126

■
初
め
て
の

　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
4
日

（
日
）
、
中
村

交
響
楽
団
に

よ
る
ク
リ
ス

マ

ス

コ

ン

サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
入
院

患
者
さ
ま
や

ご
家
族
の
方
、

病
院
ス
タ
ッ

フ
ら
約
50
名

が
約
1
時
間

の
演
奏
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

院
内
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
、
開
演
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間

か
ら
多
く
の
方
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
楽
団

員
の
方
々
も
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身

に
ま
と
い
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

演
奏
曲
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
・
歌
謡
曲
・
四

季
折
々
の
童
謡
な
ど
で
、
ど
の
曲
も
皆
が
知
っ

て
い
る
曲
ば
か
り
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半
に

は
演
奏
に
合
わ
せ
て
皆
で
合
唱
し
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
村
交
響
楽
団
の
皆
さ
ま
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■「
健
康
フ
ェ
ア
」開
催

　

多
く
の
市
民
が
参
加

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
っ
と
市
民
病
院
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
健
康
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
、11
月
23
日
、
市
民
病
院
の
1
階

ロ
ビ
ー
に
て「
健
康
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

病
院
給
食
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
や
救
急
車
の
設

備
見
学
、
ま
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ

れ
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て
学
べ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
の
日
で
し
た
が
、
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
広
報
「
せ
せ
ら
ぎ
」
第

　

２
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

　

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月 水 木 金

急　患　の　み

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後

休　　　　　診

（第2・4週のみ）

循環器
（禁煙外来
を含む）

禁煙外来
（呼吸器外来）

初診
初診初診

再診

再診

再診

再診

休　診 再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起
樋口佑次

初診 矢野昭起

樋口佑次 再診 高橋敏也

樋口佑次

石井泰則

第1

第3

第5

樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

竹田修司

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

１
月
４
日
か
ら

平
成
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■
対
象
世
帯

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

　

者
が
属
す
る
世
帯

○
前
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
取
り
付
け

　

作
業
が
困
難
で
あ
る
と
市
長
が
認
め

　

た
世
帯

■
支
援
内
容

　

市
が
委
託
し
た
法
人
等
が
各
家
庭
を

訪
問
し
無
償
で
金
具
取
り
付
け
を
行
い

ま
す
。

　

作
業
を
行
う
家
具
（
タ
ン
ス
、
棚
、冷
蔵

庫
、
テ
レ
ビ
な
ど
）
は
最
大
４
台
ま
で
と

し
ま
す
。

※

借
家
に
お
住
ま
い
の
人
は
所
有
者
の

　

同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

①
所
定
の
申
請
書
を
市
総
務
課
へ
提
出

②
支
援
決
定
後
、
法
人
等
に
よ
る
申
請
者

　

宅
の
下
見
お
よ
び
取
り
付
け
方
法
、日

　

時
等
の
協
議

③
取
り
付
け
作
業
実
施

※

申
し
込
み
〜
取
り
付
け
作
業
実
施
ま

　

で
、
お
お
む
ね
1
ヶ
月
ほ
ど
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

■
募
集
世
帯
　

30
世
帯

※

申
込
数
が
定
員
に
達
し
た
時
点
で
募

　

集
を
締
め
切
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　

☎（
３
５
）２
０
４
４

家
具
等
転
倒
防
止
対
策
事
業

　

近
い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
に
備
え
、高
齢
者
世
帯
な
ど
、転
倒

防
止
金
具
等
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、家
具
類
を
固
定
す
る
作
業

を
補
助
す
る「
家
具
転
倒
防
止
等
対
策
事
業
」の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
固
定
金
具
や
取
り
付
け
に
必
要
な
補
助
材
等
の
材
料
費
は
申
請
者
負
担
と
な
り
ま
す
）

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、屋
内
の
家
具
等
の
転
倒
や
落
下
に
よ
る
負
傷
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
家
具
類
の
転
倒
防
止
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
、
中
等
度
の
難
聴
児
に
対
し

て
、
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に
お
け
る
健

全
な
発
達
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

※

申
請
に
は
、
医
師
の
意
見
書
が
必
要
で

　

す
。事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
の
要
件

　

次
の
①
②
③
全
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
両
耳
の
聴
力
レ

ベ
ル
が
30 

d B
以
上
70 

d B
未
満
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
18
歳
未
満
の
難
聴
児
。

②
医
師
が
補
聴
器
の
使
用
を
認
め
て
い
る
。

③
同
一
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
の
最

多
納
税
者
の
当
該
納
税
額
が
46
万
円

未
満
。

■
助
成
金
額

　

対
象
補
聴
器
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基

準
額
の
３
分
の
２
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）の
金
額
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）福
祉
事
務
所 
社
会
福
祉
係

　

☎(

３
４)

１
１
２
０

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制

度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
受
け
取
っ
て
い
た

人
も
含
め
、
対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す

べ
て
の
人
は
認
定
請
求
が
必
要
で
す
。
請

求
手
続
き
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

平
成
24
年
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
公
務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
）

●
支
給
対
象
児
童

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了(

満
15
歳
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日)

前
の
子
ど
も

●
平
成
24
年
３
月
30
日(

金)

ま
で
に
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
平
成
23
年
10

月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

す
で
に
認
定
請
求
書
を
提
出
済
の
場
合

は
、手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

(

本
　
　

庁)

福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

(

総
合
支
所)

福
祉
事
務
所

　
　

 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

難
聴
児
補
聴
器

購
入
費
助
成
事
業

子
ど
も
手
当
認
定
請
求

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

平
成
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～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（四万十市福祉事務所 保育所係　橋田典子）

栄養成分【１個分】

エネルギー：98kcal

たんぱく質：10.3g

脂　　質：4.9g

食　　塩：1.5g

【材料3個分】 

レンジで茶碗蒸し

　難しいと思われがちな茶碗蒸しですが、こんなに簡単！ 子どもたちがぎんな
んと格闘している間にさっと下処理、後はレンジにお任せです。ぎんなんはまと
めて処理して、むいた実を冷凍しておくと便利です。
　基本的には、アルミホイル(金属)は電子レンジでは使えませんが、茶碗蒸しや
プリンのようにじっくり加熱したい時には向いています。ただし、アルミホイル
が壁面やとなりのアルミホイルに触れたり、水を張らないで加熱したときは火
花が散ることがあります。ご注意ください。

■温めるだけでなく、蒸し物や下ごしらえ、解凍など工夫次第でいろいろ 
　なお料理に活用できる電子レンジは、スピードクッキングのお助け役。
　直接火を使わないから親子クッキングでも活躍します。今回は、寒い季
　節にうれしい簡単茶碗蒸しをご紹介します。

所要時間約15分

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　　☎（３５）３７４８

保育所名 月　　日 駐車場時　間

※雨天の場合は中止です。園庭開放

その他の活動
ぴよちゃんクラブ　①②

〔おひなさま製作〕
　かわいいおひなさまを作るョ。ひな祭りにはみんなで楽し

く過ごしましょう！！

時

場

①2月13日（月）、②14日（火）　9:30～11:30　

子育て支援センター

豆まき

　一年、元気に過ごせるように、みんなで豆まきをするョ！お母

さんと力をあわせて　鬼をやっつけよう！！

お誕生会

　１月生まれのお友達のお誕生日をみんなでお祝いしようね♪

時

場

〔１、２、３歳児〕

〔ぴよちゃんクラブ〕
子育て支援センター

1月26日（木）　9：30～11：30

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　新聞紙のエコバックを応用して、かわいいお豆入れを作

るョ。お楽しみに！！

節分製作　①②③

時

場

①1月17日（火）、②18日（水）、③19日（木）9:30～11:30

子育て支援センター

もみじ保育所のお友達と一緒にままごとあそびやおもちゃで

仲良く遊ぼう！　　

もみじで遊ぼう　①②③

時

場

2月7日（火）　9:30～11：30

子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

※初めて参加を希望する人は、準備などの都合があります

　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のついて

　いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての
相談にも応じます。
※第３木曜日は、家庭相談員による育児相談を行っていま
　す。　9:30～11:30

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00

愛 育 園
もみじ保育所
古津賀保育所
具 同 保 育 所

八 束 保 育 所

東中筋保育所

2 月  6 日
1 月 2 0 日
1 月 1 8 日
2 月  8 日
1 月 2 4 日
2 月  6 日
1 月 1 7 日
2 月  7 日

月
金
水
水
火
月
火
火

 9:30～10:30
10:00～11:00
10:00～11:00
 9:30～10:30

 9:30～10:30

 9:30～10:30

なし
なし

数台分有
数台分有

数台分有

数台分有

卵 …………………………2個

だし汁 ……………………400cc

しょうゆ …………………小さじ3

鶏肉 ………………………40g

　酒 ………………………少々

　しょうゆ ………………少々

しいたけ …………………1枚

すまき ……………………60g

ぎんなん …………………お好みで

三つ葉 ……………………適量

※器の大きさやレンジの種類で加熱時間は変わります。大きな器にたっぷり
作るなら12分くらい、マグカップにひとり分作るなら6分が目安。表面がフ
ルフルゆれるくらいでちょうどいい加減です。

※だし汁にだしの素を使う場合は少ししょうゆをひかえてください。

時

場

〔１、２、３歳児〕 2月2日（木）　9:30～11:30

〔ぴよちゃんクラブ〕 2月3日（金）　9:30～11:30
子育て支援センター

｝

①鶏肉を1cm角に切り、酒としょうゆ少々をふりかけてもんでおきます。
②しいたけはいしづきを取ってスライスし、すまきも薄くスライスします。
③ぎんなんは弱火で炒り、ビンの底で軽く叩いて実を取り出して湯につ
け、薄皮を除きます。

④卵を割り、泡立てないようにていねいにほぐします。
⑤粗熱をとっただし汁と卵としょうゆを混ぜ合わせます。
⑥器に鶏肉、しいたけ、ぎんなんを入れて⑤をやさしく流し入れます。
　（すまきはここで入れてもＯＫ）
⑦器にアルミホイルをかぶせて何箇所か穴をあけ、セラミックの天板に
水を張って乗せます。

⑧レンジ500ｗで約１０分程度加熱し、仕上がりにすまきと三つ葉を乗せます。
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■
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ
…

　

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、病
気
や

け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
が
受
給
で

き
る
よ
う
、思
い
が
け
な
い
人
生
の「
万
が
一
」の
事
態
に
備

え
、保
険
料
を
出
し
合
い
、お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
る
と
、ま
ず
年
金
手
帳
と
納
付
案
内
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。（
20
歳
の
時
点
で
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
に

加
入
さ
れ
て
い
る
人
や
、
そ
の
配
偶
者
と
し
て
扶
養
さ
れ
て

い
る
場
合
を
除
き
ま
す
）
そ
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
基

礎
年
金
番
号
は
、年
金
を
受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、会
社

に
就
職
す
る
と
き
な
ど
一
生
涯
使
い
ま
す
の
で
、大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
国
民
年
金
」は
、学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
保
険
料（
平
成
23

年
度：

月
額
1
5
0
2
0
円
）の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、学
生
以
外
の
20
歳
台
の
方
に
は
、本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、幡
多
年
金
事
務
所
、市
役
所
に
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。こ
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
、万
一
の
事

故
な
ど
で
、障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、障
害
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
平
成
23
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
送
付

さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
、厚
生
年
金
保
険
お
よ
び
共
済
組
合
な
ど
か
ら

支
給
さ
れ
る
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
、

所
得
税
法
上「
雑
所
得
」と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
課
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
日
本
年
金
機
構
、
各
共
済
組
合

等
）は
、所
得
税
が
老
齢
年
金
等
か
ら
徴
収
さ
れ
た
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、老
齢
年
金
等
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」を
作
成
し
、そ
の
年
の
翌
年
1
月
31

日
ま
で
に
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
源
泉
徴
収
票
」に
は
、平
成
23
年
中
に
支
払
わ
れ
た

年
金
の
支
払
総
額
、年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
国
保
・
介
護
保

険
料
等
の
金
額
、
源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
控
除
内
容
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提

出
し
て
い
る
人
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ
る
人
、

ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人
な
ど
は
、
税
務
署
に
確
定
申
告
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の「
源

泉
徴
収
票
」が
必
要
で
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
の
対
象

　

と
な
っ
て
い
な
い
た
め「
源
泉
徴
収
票
」は
発
行
さ
れ
ま
せ

　

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

幡
多
年
金
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　

 

0（
3
4
）1
6
1
6

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　

   

0（
3
4
）1
1
1
3

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係
　

0（
5
2
）1
1
1
1

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
に

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
の
期
間
に

納
　

付

入
り
ま
す  

算
入
さ
れ
ま
す 

入
り
ま
す

学
生
納
付
特
例

入
り
ま
す 

算
入
さ
れ
ま
せ
ん

入
り
ま
す 

若
年
者
猶
予

入
り
ま
す 

算
入
さ
れ
ま
せ
ん

入
り
ま
す

未
　
　

納

入
り
ま
せ
ん 

算
入
さ
れ
ま
せ
ん 

入
り
ま
せ
ん

【
参
考
】納
付
・
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
未
納
の
違
い
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外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ

外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、
入
国
管
理
法
と
住
民
基
本
台
帳
法
が
変
わ
り
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、外

国
人
住
民
の
皆
さ
ん
も
、
日
本
人
と
同
様
に
、

住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

施
行
は
平
成
24
年
7
月
頃
の
予
定
で
す
。 

住
民
基
本
台
帳
と
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、住
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
を
世
帯

ご
と
に
編
成
し
た
も
の
で
、住
民
の
皆
さ
ん
の

公
証
や
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
事
務
処
理
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

■
外
国
人
住
民
に
も

 

住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す

　

日
本
人
と
同
様
に
、外
国
人
住
民
に
つ
い
て

も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、日
本
人
と
外
国
人
と

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
も
世
帯
全
員
が
記
載
さ

れ
た
住
民
票
の
写
し
が
発
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

対
　
　

象：

適
法
に
３
カ
月
を
超
え
て
在
留
す  

る
外
国
人
（
観
光
な
ど
の
短
期
滞

在
者
な
ど
を
除
く
）

記
載
内
容：

氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、住
所
、国

籍
、在
留
資
格
、在
留
期
間
な
ど

■
入
国
管
理
法
が
改
正
さ
れ

　

利
便
性
が
向
上
し
ま
す

　

入
国
管
理
法
等（
出
入
国
管
理
お
よ
び
難
民

認
定
法
）
改
正
法
が
同
時
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、入
国
管
理
局
で
在
留
期
間
の
更

新
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
た
後
に
、居
住
地
の

市
町
村
に
届
け
出
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、在
留
期
間
の
上
限
の
延
長
や
再
入
国
許

可
制
度
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

■
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
た
め
に
、

　

正
し
い
外
国
人
登
録
の
届
出
を

　

現
在
、本
市
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
皆
さ

ん
に
つ
い
て
は
、外
国
人
登
録
証
明
書
の
内
容

に
基
づ
い
て
仮
住
民
票
を
作
成
し
、平
成
24
年

5
月
頃
に
本
人
へ
確
認
通
知
（
仮
住
民
票
）
を

行
う
予
定
で
す
。そ
れ
を
基
に
、施
行
日（
平
成

24
年
7
月
頃
）に
住
民
票
に
移
行
し
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city

.shim
a
nto.lg

.jp/life
/inform

a
tion/sim

in/sim
in/fore

ig
ne
r-re

g
.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

☎（
3
4
）1
1
1
3

（
総
合
支
所
）住
民
課 

☎（
5
2
）1
1
1
1

　

土
佐
一
條
家
房
家
（
父
教
房
）
の
時

代
、
京
都
の
五
條
天
神
を
勧
請
し
て
、
天

神
山
に
つ
く
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

も
と
は
「
天
神
宮
」
で
し
た
が
、
明
治

に
な
っ
て
か
ら
「
天
神
社
」
に
名
前
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　

祭
神
は
少
彦
名
命
で
国
造
り
、
病
気

平
癒
の
神
様
。
江
戸
時
代
以
降
は
、
学
問

の
神
様
と
し
て
菅
原
道
真
公
も
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
28
年
、
天
神
山
を
切
り
取
っ
て

市
役
所
を
建
設
し
た
際
、
一
條
神
社
境

内
に
移
築
さ
れ
、
昭
和
48
年
、
い
ま
の
社

殿
に
全
面
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
５
日
、
子
供
ま
つ
り
（
菅
公
祭
）
、

７
月
25
日
、
夏
祭
り
、
９
月
25
日
、
秋
ま

つ
り
、が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
家
の
五
條
天
神
（
京
都
市
下
京
区

西
洞
院
通
松
原
角
）
は
、
桓
武
天
皇
の
平

安
遷
都
（
西
暦
７
９
４
年
）
に
あ
た
り
、

大
和
宇
陀
郡
か
ら
天
神
（
あ
ま
つ
か
み
）

を
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
初
は
「
天
子
の
宮
」（
天
子
社
）

と
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
鳥
羽
天
皇
の

時
代
に
「
五
條
天
神
宮
」
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

祭
神
は
、
大
己
貴
命
、
少
彦
名
命
、
天

照
大
神
。
医
薬
、
禁
厭
（
ま
じ
な
い
）
の
神

と
し
て
広
く
崇
敬
さ
れ
、
厄
除
け
祈
願

に
参
詣
す
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

市
で
は
地
元
の
史
跡
や
文
化
財
を
記
録
、
保

存
し
て
い
く
た
め
に
、
天
神
社
の
過
去
の
写
真

を
探
し
て
い
ま
す
。
天
神
山
に
あ
っ
た
頃
お
よ

び
一
條
神
社
に
移
築
後
改
築
ま
で
（
昭
和
48
年

以
前
）の
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

(

市)

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎（
３
４
）７
３
１
１

歴
史
の
窓

歴
史
の
窓

天
神
社

五條天神（京都市下京区）

天神社(一條神社境内）

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

お
お
な
む
ら
の
み
こ
と

あ
ま

て
ら
す
お
お
み
か
み
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例
年
、
ト
ン
ボ
シ
ー
ズ
ン
は
1
月
上
〜
中
旬
ま

で
続
き
ま
す
。
多
く
の
人
は「
ト
ン
ボ
は
寒
く
な
る

と
死
に
絶
え
る
」
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。実
際
に
は
、
飛
び
立
て
な
い
ほ
ど
寒
い
日
が
続

く
と
餓
死
し
て
し
ま
う
、
と
考
え
る
ほ
う
が
正
解

の
よ
う
で
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
末
期
に
な
る
と
、
元
気
に
飛
び
ま
わ

れ
る
く
ら
い
暖
か
い
日
が
続
く
よ
り
も
む
し
ろ
、

雨
天
の
日
や
終
日
飛
べ
な
い
く
ら
い
寒
い
日
が
2

日
ほ
ど
続
い
た
後
、
活
動
で
き
る
暖
か
い
日
が
1

日
だ
け
訪
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し
の
方
が
体
力
を

温
存
で
き
て
長
生
き
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、
南
国

高
知
の
年
末
年
始
は
、
そ
の
よ
う
な
気
候
に
な
る

こ
と
が
多
く
、
秋
の
赤
ト
ン
ボ
た
ち
が
お
正
月
過

ぎ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
中
で
も
ヒ

メ
ア
カ
ネ
は
そ
の
常
連
で
、
昨
年
は
積
雪
の
上
を

飛
び
回
る
姿
ま
で
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
当
ト
ン
ボ
公
園
で
2
0
0
8
年
1

月
27
日
ま
で
生
存
が
確
認
さ
れ
た
キ
ト
ン
ボ
の
オ

ス
は
、
現
時
点
で
成
虫
越
冬
が
で
き
な
い
ト
ン
ボ

の
長
寿
記
録
日
本
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
の
方
は
引
き
続
き
サ
ザ
ン
カ
く
ら
い
し
か
目

に
付
き
ま
せ
ん
が
、
暖
か
な
日
が
数
日
続
け
ば
水

際
の
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
や
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
な
ど
が

ポ
ツ
ポ
ツ
と
開
花
し
ま
す
。

ヒメアカネ

11月29日（火） 四万十市地域巡り（マルサ醤油見学）12月8日（木） ワークショップ

キツネノボタン

　

幡
多
地
域
の
体
験
型
修
学
旅
行
を
取
り
扱
っ
て
い
る
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
が
、

一
般
旅
行
者
の
誘
致
に
今
ま
で
以
上
に
取
り
組
む
た
め
に
、地
域
巡
り
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、当
研
究
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

幡
多
広
域
観
光
協
議
会
は
、11
月
に
幡
多
6
市
町
村

を
巡
り
、
各
地
域
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る

事
業
者
や
、
観
光
に
携
わ
っ
て
い
る
人
な
ど
か
ら
話
を

聴
い
て
回
っ
て
お
り
、11
月
29
日
（
火
）
の
本
市
で
の
京

町
通
り
を
中
心
と
し
た
地
域
巡
り
に
当
研
究
会
も
同
行

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、12
月
8
日（
木
）に
は
市
役
所
で
、11
月
の
地
域

巡
り
で
話
を
聴
い
た
人
や
、
幡
多
地
域
の
観
光
関
係
の

人
々
が
集
ま
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
当
研

究
会
の
会
員
も
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
各
市
町
村
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
事
業
者
の
取
り
組
み
紹
介
の
後
、
2
月
に
計

画
し
て
い
る
一
般
旅
行
者
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
観

光
商
品
を
作
り
上
げ
よ
う
と
、
各
市
町
村
が
交
わ
っ
た

チ
ー
ム
を
複
数
作
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
熱
心
に
話
合
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
最
終
発
表
で
は
、
料
理
の
基
本
調
味
料

「
さ
し
す
せ
そ
」が
幡
多
地
域
独
自
の
も
の
で
揃
う
こ
と

を
発
見
し
た
チ
ー
ム
か
ら
の
「
幡
多
さ
し
す
せ
そ
ツ

ア
ー
」や
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
を
意
識
し
た
カ
ッ
プ
ル
対
象

の
ツ
ア
ー
商
品
、
閏
年
を
意
識
し
遍
路
逆
打
ち
廻
り
を

商
品
と
し
た
も
の
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が
た

く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
に
は
、こ
の
会
議
で
提
案
さ
れ
た
内
容
が
活
か
さ
れ
る
ツ
ア
ー
が
実
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

研
究
会
の
活
動
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
）
　

☎（
3
4
）1
7
8
3

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
へ

接
続
の
お
願
い

　

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
が
利
用
で
き
る
地
域

の
皆
さ
ん
は
、一
日
で
も
早

く
家
庭
な
ど
か
ら
の
汚
水

を
公
共
下
水
道
、農
業
集
落

排
水
に
流
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

工
事
内
容
や
下
水
道
使

用
料
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）都
市
整
備
課 

下
水
道
係
　

0（
3
4
）6
1
2
9

一
般
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
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成
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問

働く婦人の家講座 「パッチワーク」
日
　

時
　

2
月
2
日
、9
日
、16
日（
毎
週
木
曜
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

2
階 

図
書
室

講
　

師
　

柿
内
由
美
子

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

12
人（
初
心
者
対
象
）

受
講
料
　

無
料

材
料
費
　

1
0
0
0
円
程
度

作
　

品
　

ポ
ー
チ（
1
種
類
）

用
意
す
る
も
の
　

裁
縫
道
具

申
込
方
法
　

1
月
19
日（
木
）か
ら
本
人
に
限
り
　

　
　
　
　
　

窓
口
、電
話
で
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

9
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
）

　 教
室
・
講
座

　

本
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
天
神
橋
商
店
街

を
発
着
点
と
す
る
駅
伝
大
会
を
通
し
て
、
児
童
の

健
全
育
成
と
元
気
あ
る
街
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
。

　

な
お
、
当
日
は
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

図
る
た
め
、
一
部
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
警
察
官
、
交
通
安
全
指
導
員
等
の
指
示
に
従

う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

1
月
28
日（
土
）
　

　

受
　

付：

11
時
30
分
〜
12
時
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

　

開
会
式：

12
時
30
分
　
　
　
　
　

〃

　

ス
タ
ー
ト 

男
子：

13
時
30
分

　
　
　
　
　

 

女
子：

14
時
10
分

　

閉
会
式：

15
時
30
分
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
　

天
神
橋
商
店
街
発
着
周
回
コ
ー
ス

催
　

し

第１回  小京都四万十ジュニア駅伝大会

第1回小京都四万十ジュニア駅伝大会実行委員会(川西修)　

☎（35）0166
問

出血時の止血法
１．出血部位を確認します。

２．出血部位を圧迫します。

このとき、きれいなガーゼや

ハンカチ、タオルなどを重ね

て傷口に当て、その上を手で

圧迫します。

ポイント
　止血の手当を行うときは、

感染防止のため血液に直接触

れないように、できるだけビ

ニール手袋やビニール袋を使

用します。

　出血を止めるために手足を

細い紐や針金で縛ることは、

神経や筋肉を損傷するおそれ

があるので行いません。
四万十市認知症家族の会「たんぽぽの会」 　

介
護
の
悩
み
や
戸
惑
い
、日
々
の
不
安
な
ど
に

つ
い
て
、
共
に
知
恵
や
経
験
を
出
し
合
い
、
ゆ
っ

く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

家
族
の
人
だ
け
で
も
、認
知
症
の
人
と
ご
一
緒

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

１
月
25
日（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

市
役
所 

１
階 

会
議
室
１
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
(

市)

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
参
加

　

し
ま
す
。

お
知
ら
せ

「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　☎（34）4528
(市)地域包括支援センター　　　     ☎（34）0170

問 申 働く婦人の家　☎（34）6299
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教
室
・
講
座

四万十市シルバー人材センター パソコン教室
日
　

程
　

（
前
期
）平
成
24
年
4
月
〜
9
月

（
後
期
）平
成
24
年
10
月
〜

　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
3
月

・
初
　

級：

毎
週
月
曜
日（
月
4
回
）

・
中
　

級：

毎
週
木
曜
日（
月
4
回
）

時
　

間

　

午
前
部：

9
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
部：

13
時
30
分
〜
16
時

　

夜
間
部：

18
時
30
分
〜
21
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

情
報
学
習
室

対
象
者
　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

　
　
　
　

（
年
齢
不
問
）

定
　

員
　

各
20
人（
申
込
順
）

募
集
期
間
　

1
月
16
日（
月
）〜
3
月
15
日（
金
）

講
習
料
　

無
料

　
　
　
　

※
別
途
教
材
費
等
が
必
要
で
す

主
催：

（
社
）
四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

協
賛：

（
社
）
高
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

教
室
・
講
座

第5回 男性の料理教室

日
　

時
　

1
月
22
日（
日
）
　

11
時
〜
13
時
30
分

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

市
立
働
く
婦
人
の
家

講
　

師
　

谷
崎
佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性

定
　

員
　

男
性
10
人

材
料
費
　

6
0
0
円

持
っ
て
く
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん

内
　

容
　

肉
ま
ん
な
ど

申
込
方
法
　

1
月
13
日
（
金
）
か
ら
本
人
に
限

　
　
　
　
　

り
窓
口
・
電
話
で
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

9
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
）

問 働く婦人の家　☎（34）6299

催
　

し

問 申

小学生のスポレク・チャレンジ・フェスタ 　

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
体
を
動
か
し
た
り
、
運
動
を
し
た

り
す
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
体
感
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
レ
ク
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

2
月
11
日（
土
）、18
日（
土
）、25
日（
土
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
9
時
40
分
〜
11
時
30
分

場
　

所
　

東
山
小
学
校
　

体
育
館

対
　

象
　

小
学
1
年
生
〜
6
年
生

内
　

容
　

　

2
月
11
日（
土
）

　
　

輪
投
げ
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
ペ
タ
ン
ク
、ド
ラ
コ

　
　

ン
ド
ッ
ジ
ビ
ー
、
ジ
グ
ザ
グ
走
タ
イ
ム

　
　

レ
ー
ス

　

2
月
18
日（
土
）

　
　

ス
リ
ッ
パ
と
ば
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

　
　

吹
き
矢
、ケ
ン
ケ
ン
パ
タ
イ
ム
レ
ー
ス

　

2
月
26
日（
土
）

　
　

空
き
缶
積
み
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ド
ッ
ジ
ビ
ー
、

　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
ピ
ン
た
お
し
、
雑
巾
が
け
タ

　
　

イ
ム
レ
ー
ス

※
種
目
に
よ
っ
て
、
学
年
別
の
ハ
ン
デ
を
つ
け

　

ま
す
。

　

運
動
の
で
き
る
服
装
と
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

表
　

彰

　

1
〜
3
位
…
メ
ダ
ル
と
表
彰
状

　

4
〜
6
位
…
表
彰
状

　

※
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料
　

無
料

受
付
締
切
　

2
月
3
日（
金
）

（市）教育委員会 社会体育課（市民スポーツセンター内） 
☎（34）2071

問
（社）四万十市シルバー人材センター　
☎(35)3117

ジョブカフェこうち・幡多サテライト
就活セミナー

日
　

時
　

2
月
4
日（
土
）
　

13
時
〜
17
時

場
　

所
　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

2
階

対
　

象
　

高
校
生
以
上
〜
39
歳
ま
で
の
若
年

　
　
　
　

求
職
者
お
よ
び
学
生

募
集
人
数
　

15
人

受
講
料
　

無
料

講
　

師
　

竹
村
麻
美

内
　

容

　

・
好
感
度
ア
ッ
プ
マ
ナ
ー
を
図
る

　

（
正
し
い
言
葉
使
い
、
自
己
表
現
法
の
習
得

　

な
ど
）

　

・
面
接
マ
ナ
ー
の
基
本
の
指
導

　

（
面
接
に
お
け
る
基
本
パ
タ
ー
ン
、
電
話
応

対
な
ど
）

※
面
接
に
臨
む
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

問

ジョブカフェこうち・幡多サテライト（アピアさつき1階）
☎（34）6860（火・木・土/11時～19時）　FAX（34）6866
E-mail:jcc-hata@opal.ocn.ne.jp
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お
知
ら
せ

シベリア戦後強制抑留者に対する
特別給付金支給

対
象
者
　

　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域

に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年

6
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

※
特
別
措
置
法
施
行
日（
平
成
22
年
6
月
16

　

日
）以
降
に
死
亡
し
た
人
の
相
続
人
は
請

　

求
で
き
ま
す
が
、施
行
日
以
前
に
死
亡
し

　

た
人
の
遺
族
等
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

請
求
受
付
期
間
　

　

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金
の
支
給
の

　

請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、支
給
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

※
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、当
基
金

　

か
ら
請
求
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、至

　

急
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
人
は
、

　

再
度
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

第5回 子犬の譲渡会

日
　

時
　

1
月
25
日（
水
）
　

9
時
30
分
〜

場
　

所
　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
古
津
賀
3
0
9
6－

3
4
）

　
　
　
　

☎（
3
4
）6
2
5
2

■
子
犬
を
譲
り
た
い
人
は
…

　

●
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連

　
　

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
譲
渡
す
る
子
犬
は
、
原
則
と
し
て
生
後
２

　
　

〜
３
ヶ
月
の
健
康
な
子
犬（
離
乳
済
み
）で

　
　

す
。

　

●
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
、
子
犬
を
連

　
　

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
子
犬
を
飼
い
た
い
人
は
…

　

●
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や
リ
ー
ド

　
　

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

●
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習
を
受

　
　

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

●
原
則
と
し
て
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す

　
　

の
で
、代
理
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

相
　

談

相
　

談

お
知
ら
せ

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田 二三生 ☎（35）6414
　        正木 卓夫　 ☎（37）2560

《相談委員》中平 貞行    ☎（52）1632

（本　　庁）総務課
　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　☎（52）1111

幡多福祉人材バンク
（四万十市社会福祉協議会内）
☎（35）5514

日本政策金融公庫
高知支店 農林水産事業
☎ 088-825-1091

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

福祉のしごと
移動相談

福祉のしごと
日曜相談

無料農業経営相談

毎週月～金曜日
9時～17時

1月22日（日）
13時～17時

1月26日（木）

社会福祉
　　センター

本村多目的
　　　集会所

社会福祉
　　センター

JA高知はた
　　本所3階

福祉関係の仕事に就職・転職を希望す
る人の登録と就職に関しての相談
（無料・秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談
（要事前予約）

定期相談所

1月20 日（金）
13時～16時

2月10日（金）
9時～12時

2月10日（金）
9時～12時

2月6日（月）
10時～12時
13時～15時特設人権相談所

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、秘密厳守）

高知地方法務局

四万十支局

☎（34）1600

JA高知はた
中村西部事業所

本村多目的
　　　集会所

問 高知県幡多福祉保健所 衛生環境課　☎（34）5119

問 申
独立行政法人 平和祈念事業特別基金 事業部特別給付金認定担当
☎ 0570-059-204 (ナビダイヤル)　※IP電話、PHSからは☎03-5860-2748
受付時間：平日9時～18時　(土、日、祝日はご利用できません)

問
（市）福祉事務所 社会福祉係　　　☎ (34)1120
（県）地域福祉部 地域福祉政策課　☎ 088(823)9662

戦傷病者相談員および
戦没者遺族相談員を紹介します　

相
談
員
は
、戦
傷
病
者
お
よ
び
戦
没
者
の

御
遺
族
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
制
度
で
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
任

命
さ
れ
た
次
の
方
が
相
談
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

■
戦
傷
病
者
相
談
員
　

　

渡
邊
　

冨
美
恵（
渡
川
）

■
戦
没
者
遺
族
相
談
員
　

　

伊
與
田
　

仁
美（
具
同
）

※
任
　

期
　

平
成
23
年
10
月
1
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
9
月
30
日

わ
た
な
べ

い
よ
た

ひ
と
み

ふ
み
え

子
犬
を
譲
り
た
い
人

子
犬
を
飼
い
た
い
人

抽
選
・
譲
渡
犬
決
定

愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会

子
犬
の
譲
り
渡
し

9
時
30
分
〜
10
時

10
時
〜
10
時
10
分

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

10
時
20
分
〜
11
時

11
時
〜

開
催
内
容

受
付
時
間

平
成
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年
１
月
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お
知
ら
せ

募
　

集

防衛省 平成24年度 予備自衛官補募集 　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、主
と
し
て
自
衛
隊
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官
補

と
し
て
採
用
し
、所
定
の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。

　

予
備
自
衛
官
は
普
段
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
し
な
が
ら
、定
期
的（
年
に

５
日
間
連
続
し
て
の
訓
練
を
基
本
）に
訓
練
を
受
け
、必
要
が
あ
る
と
認
め

る
場
合
に
は
出
頭
し（
出
頭
可
能
な
者
）、自
衛
官
と
な
り
活
動
し
ま
す
。東

日
本
大
震
災
に
伴
い
、予
備
自
衛
官
制
度
開
始
以
来
初
め
て
の
招
集
が
あ

り
、被
災
さ
れ
た
人
々
の
生
活
支
援
を
2
週
間
行
い
ま
し
た
。

応
募
資
格

●
一
般
採
用：

日
本
国
籍
を
有
し
18
歳
以
上
、34
歳
未
満
の
者（
資
格
等
は

　

不
問
）

●
技
能
採
用：

日
本
国
籍
を
有
し
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能
、資
格
に

　

応
じ
て
53
歳
〜
55
歳
未
満

※
年
齢
の
計
算
期
日：

平
成
24
年
７
月
１
日（
日
）

　

（
保
有
す
る
技
能
・
資
格
等
細
部
等
級
に
つ
い
て
は
下
記
連
絡
先
ま
で
）

予
備
自
衛
官
補
か
ら
予
備
自
衛
官
へ
の
任
用

●
一
般
採
用：

３
年
以
内
で
50
日
の
教
育
訓
練
を
修
了
の
翌
日
に
陸
上
予
備

　

自
衛
官
と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。

●
技
能
採
用：

2
年
以
内
で
10
日
の
教
育
訓
練
を
修
了
の
翌
日
に
陸
上
予
備

　

自
衛
官
と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。

手
　

当

①
教
育
訓
練
招
集
手
当
（
教
育
訓
練
参
加
日
数
分
支
給
）

：

予
備
自
衛
官
補

　

７
９
０
０
円
、予
備
自
衛
官
８
１
０
０
円

②
教
育
訓
練
招
集
旅
費：

教
育
訓
練
出
頭
の
た
め
の
往
復
旅
費

③
予
備
自
衛
官
手
当（
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
期
間
中
支
給
）

：

月
額
　

　

４
０
０
０
円    

受
付
期
間
　

１
月
11
日（
水
）〜
４
月
４
日（
水
）

試
験
期
日
　

４
月
13
日（
金
）〜
16
日（
月
）の
内

　
　
　
　
　

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。

応
募
方
法
　

　

募
集
要
項
の「
応
募
の
手
続
」に
従
っ
て
、志
願
書
、志
願
者
調
査
表
お
よ

　

び
申
告
書
等
を
、下
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
　

　

平
成
24
年
度
４
月
初
旬
時
の
採
用
希
望
者：

平
成
24
年
３
月
５
日（
月
）

　

ま
で

※
年
度
途
中
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
３
月
６
日
（
火
）以
降
に
お

　

い
て
も
出
願
を
受
け
付
け
ま
す
。

教
室
・
講
座

◆売れっ子ガイド
　育成セミナー

◆もったいない
　セミナー
　木工品づくり
　技術講座

◆観光産業
　発展講座
　リーダーシップ
　強化研修
※部下がいる方には
　最適な研修です。

◆高付加価値型
　農業研修有機農業
　プロフェッショナル
　講座

日　時募集種目 場所 内　容 講　師

新ロイヤルホテル四万十
3階 セント・ミカエル

木のものづくりの会工房
（西土佐江川崎駅近く）

商品企画、開発講座
・木工商品づくり

座学
あぐりっこ研修センター

品目別栽培方法の詳細

市立中央公民館　
3階 研修室Ⅲ

実地研修
鍋島圃場
（集合：あぐりっこ研修センター）

四万十市雇用創造促進協議会　1月開催講座

1月11日（水）
13：30～16：30 坂本 力　氏

（ラダー経営
ネットワーク）

田原 洋樹　氏
（オフィスたはら）

豊田 治　氏
田辺 一夫　氏

山下 一穂　氏
（有機のがっこう
「土佐自然塾」塾長）

リーダーシップとしての強み、弱みの認識
・リーダーシップスタイル分析
・リーダーシップ状況判断の強化
・リーダーシップ行動チェック

リーダーとチームワークづくり
・リーダーとチームワーク
・部下指導育成の強化

霜よけトンネルの管理や収穫
※天候や圃場の状況で内容変更の可能性あり
※野外研修ですので作業のできる服装で、
　飲み物を用意してください。

訪日観光客受け入れ促進セミナー応用編
・急増する訪日中国人の今と今後
・中国語の文化、風習を理解する
・簡単な中国語会話練習　ほか

1月25日（水）
13：30～16：30

1月14日（土）
13：30～16：00

1月17日（火）
14：00～17：00

1月18日（水）
9：00～12：00

1月19日（木）
9：00～12：00

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや
高知新聞折込チラシをご覧の上お申し込みください。問 申

四万十市雇用創造促進協議会　 （34）0232　
ホームページ http://shimanto-koyo.com

問 申 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096

　平成23年12月7日、高知県電気工事業工業組合中村支部（中村地区電気工事業組合）と四万十市との

間で、「災害時における電気設備等の復旧に関する協定」を締結しました。

　これによって、災害時に公共施設･避難所等の電気設備などが機能しなくなった場合には、迅速な復

旧にご協力いただけることになります。
平
成
24
年
１
月
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お
知
ら
せ

とまろっと  冬の割引サービス

お
知
ら
せ

農地の貸し借りに伴う賃借料

問（市）農業委員会事務局　☎（34）1521

 オートキャンプ場とまろっと(下田3548)　☎（33）0101

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
し
よ
う
と
す
る

方
々
へ
賃
借
料
の
参
考
に
な
る
よ
う
、

平
成
22
年
1
月
〜
12
月
ま
で
に
締
結

（
公
告
）さ
れ
た
賃
貸
借（
利
用
権
設
定
）

の
賃
借
料
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
賃
借
料
を
物
納
支
給（
水
稲
）し
て
　

　

い
る
場
合
は
、
60
㎏
あ
た
り
　

　

1
2
0
0
0
円
に
換
算
し
て
い
ま
　

　

す
。

　とまろっとでは、利用料金の割引サービスを
行っています。この機会に是非アウトドアを体験
してみませんか？
　空き状況および詳細についてはお問い合わせ
ください。

募
　

集
放送大学 ４月入学生募集

放送大学高知学習センター（高知市曙町2-5-1 高知大学内）　
☎ 088（843）4864　　FAX 088（843）4813

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、心
理
学
、福

祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
10
月
よ
り
Ｂ
Ｓ
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
！
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
2
3
1
ch
に
合
せ
て
放
送

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　

2
月
29
日（
水
）ま
で

　

資
料
の
請
求（
無
料
）は
放
送
大
学
高
知
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/
w
w
w
.o
u
j.a

c
.jp

）
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■田

締結（公告）された
地域名

基盤整備
したところ
基盤整備
未実施

平均額

12,000円

10,000円

最高額

12,000円

12,000円

最低額

12,000円

6,000円
市全域

■畑

締結（公告）された
地域名

基盤整備
したところ
基盤整備
未実施

平均額

29,500円

最高額

33,000円

該当なし

最低額

26,000円

市全域

「経済の国勢調査」です。
全国すべての企業・

すべての事業所が対象です。
調査票は平成24年1月末日までにお届けします。

2月1日以降に提出をお願いします。

【問い合わせ先】(本　　庁)企画広報課 ☎(34)6128　
　　　　　　　　(総合支所)地域企画課 ☎(52)1111

期　間　2月末日まで　※土、日を除く
利用料金

キャビンサイト（4人まで）

テンガローサイト（8人まで）

テントーサイト（8人まで）

デイキャンプ（8人まで）

割引料金

8,000円

3,600円

3,200円

1,600円

通常料金

10,000円

4,500円

4,000円

2,000円

問問

今月実施の統計調査１月

調　査　名 調 査 該 当 地 区

右山元町2丁目・3丁目、
右山駅前町、
一条通3丁目・5丁目

家計調査

家計消費
状況調査

不明
※国直轄の調査のため
　該当地区の詳細は不明です

労働力調査 山路、東町1丁目

個人企業
経済調査

中村東町、中村於東町、
中村新町、中村一条通、
中村大橋通

（県）総務部 統計課　　088（823）9344

調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。
調査員が訪問した際にはご確認ください。



市民のひろば

報　告報　告

報　告報　告

　

地
域
の
活
性
化
と
、青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
平

成
４
年
発
足
し
た
土
佐
中
村
一
條
太
鼓
も
、四
万
十
市
を

始
め
幡
多
地
域
の
皆
様
の
応
援
を
い
た
だ
き
、今
年
20
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
や
幡
多
地
域
の
行
事
や
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
２
月
に
一

年
の
活
動
の
総
決
算
と
し
て
開
催
し
て
い
る
定
期
演
奏

会
も
、来
年
は
19
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
根
ざ
し
て
、
四
万
十
市
の
伝
統

芸
能
と
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

■
新
し
い
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
か
ら
、
初

心
者
を
中
心
に
し
た
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
　

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
で

一
緒
に
練
習
を
し
ま
す
。

　

太
鼓
を
た
た
い
て
み
た
い
な
・

ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
る
な
・
そ
う

思
っ
た
ら
、
一
度
練
習
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

練
習
場

：

四
万
十
市
敷
地

【
連
絡
先
】
　

☎
0
9
0-

4
5
0
8-

2
8
2
6(

池
本
宏
）ま
た
は
、会

員
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

投
稿：

池
本
宏（
土
佐
中
村
一
條
太
鼓
振
興
会
代
表
）

土
佐
中
村
一
條
太
鼓 

発
足
20
周
年
に
な
り
ま
し
た

第
19
回
定
期
演
奏
会
　

2
月
19
日（
日
）

土
佐
中
村
一
條
太
鼓 

発
足
20
周
年
に
な
り
ま
し
た

第
19
回
定
期
演
奏
会
　

2
月
19
日（
日
）

　

古
津
賀
第
二
団
地
で
は
、11
月
27
日
に
夜
間
避

難
訓
練
を
は
じ
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

昼
間
は
保
育
所
や
学
校
へ
行
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
も
、
夜
は
自
宅
に
い
ま
す
。
夜
間
の
避
難

訓
練
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、小

学
校
を
通
じ
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

避
難
合
図
の
あ
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
火
の

元
を
確
認
し
、す
み
や
か
に
避
難
さ
れ
て
い
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
も
大
勢
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
転
倒
な
ど
の
怪
我
も
な
く
、約
15
分

で
参
加
者
全
員
が
幡
多
農
業
高
等
学
校
体
育
館

ま
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
は
約
1
5
0
名
の
参
加
で

し
た
。

投
稿：

森
本
宏（
古
津
賀
第
二
団
地
防
災
会
会
長
）

古
津
賀
第
二
団
地

夜
間
の
避
難
訓
練 

初
実
施

四
万
十
市
消
防
出
初
式

平
成
24
年

四
万
十
市
消
防
出
初
式

平
成
24
年

日
　

時
　

1
月
8
日（
日
）
　

9
時
〜

場
　

所
　

西
土
佐
地
区
運
動
場

内
　

容

●
市
内
車
両
パ
レ
ー
ド

　

（
江
川
﨑
宮
地
駐
車
場
か
ら
西
土
佐
地

　

区
運
動
場
ま
で
30
台
の
消
防
車
が
行

　

進
し
ま
す
）

●
団
員
の
表
彰
や
消
防
車
の
点
検

　

（
西
土
佐
地
区
運
動
場
）

●
団
員
に
よ
る
は
し
ご
操
法
の
披
露

　

（
西
土
佐
地
区
運
動
場
）

●
全
車
両
に
よ
る
一
斉
放
水

　

（
津
大
橋
下
流
　

四
万
十
川
河
川
敷
）

※
荒
天
時
は
西
土
佐
中
学
校
体
育
館
で

　

式
典
の
み
行
い
ま
す（
9
時
30
分
〜
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
消
防
署
　

☎（
3
4
）5
8
8
1

西
土
佐
分
署
　
　

☎（
5
2
）1
1
4
3

平
成
24
年
１
月
号

30



平
成
24
年
１
月
号

31

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く81

　

３
月
11
日
の
、
あ
の
東
北
大
震
災

は
、忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

あ
れ
か
ら
八
ヶ
月
を
経
た
現
在
も
、

傷
口
は
ふ
さ
が
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も

感
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
詩
誌
出
版
社
「
コ
ー
ル
サ

ッ
ク
社
」の
依
頼
で
、ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

詩
集
『
命
が
危
な
い
』
に
、
私
も
作
品

を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、全
国
、３
１
１
人
の
詩

人
た
ち
の
原
稿
を
ま
と
め
た
出
版
記

念
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
集

合
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会

場
の
東
洋
大
学
は
、
老
若
男
女
の
熱

気
に
湧
き
返
り
ま
し
た
。

　

東
北
現
地
か
ら
の
、
詩
人
た
ち
の

体
験
が
、
生
々
し
く
報
告
さ
れ
ま
し

た
が
、
自
然
災
害
に
関
す
る
こ
と
よ

り
も
、
そ
の
後
の
原
発
被
害
の
方
に

詩
人
た
ち
は
怒
り
を
爆
発
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

　

地
震
や
津
波
は
日
本
列
島
に
住
ん

で
い
る
限
り
逃
れ
ら
れ
な
い
宿
命
を

背
負
っ
て
い
ま
す
。
諦
め
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度
覚
悟

を
決
め
て
、
ど
う
し
た
ら
被
害
を
最

小
限
度
に
食
い
止
め
ら
れ
る
か
を
考

え
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
原
発
被
害

は
い
わ
ば
人
災
で
す
。
人
間
の
手
で

作
り
出
し
た
も
の
に
、
人
間
自
身
の

首
を
絞
め
ら
れ
る
の
は
、
ど
う
考
え

て
も
不
合
理
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
意
味
合
い
を
込
め
て
、私

も
舞
台
上
で
、
自
作
品
を
朗
読
し
、

ス
ピ
ー
チ
も
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
一
人
の
女
性
詩
人「
う

お
ず
み
千
尋
さ
ん
」と
初
め
て
言
葉

を
交
わ
し
ま
し
た
。一
九
四
四
年
生

ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、一
九
九
八
年

以
来
、目
が
全
く
見
え
な
く
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。そ
れ
で
も
そ
の
後
も

三
冊
も
の
詩
集
を
発
行
し
、現
在
も

中
央
誌
に
作
品
を
書
き
続
け
て
い

ま
す
。幼
い
頃
か
ら
の
盲
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、点
字
で
は
な
く
普

通
の
パ
ソ
コ
ン
で
詩
を
書
く
の
だ

と
い
い
ま
す
。生
ま
れ
は
あ
の
福
島

県
で
、現
在
は
金
沢
市
に
一
人
暮
ら

し
だ
そ
う
で
す
。わ
が
子
に
は
一
切

頼
ら
ず
、読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
本

を
読
ん
で
も
ら
っ
て
、詩
作
を
続
け

て
い
る
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
は
、
今
回
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
け
れ
ど
、

「
過
ぎ
た
こ
と
は
振
り
返
ら
な
い
。

他
人
は
羨
ま
な
い
。出
来
な
い
こ
と

は
遠
慮
な
く
人
に
頼
む
」と
い
う
の

が
生
き
る
モ
ッ
ト
ー
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
一
人
、真
似
の
出
来
な
い
生

き
方
の
詩
人
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
感
動
の
旅
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

二
宮
 

庵
次

中
川
 

隼

山
本
 

彩
心

敷
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仁
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今
倉
 

陽
翔

山
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田
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彩
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濱
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大
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冬
香

岡
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優
汰

斉
藤
 

柊
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西
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創

杉
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喜
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山
﨑
 

陽
太

  

あ
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は
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こ

  

は
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そ
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ま
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り
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あ
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ゆ
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ひ
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そ
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よ
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ひ
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幸
生

敏
和

幸
照

隆
行

真
二

章
博

祥
平

陽
平

美
香

瞬幸
司

勝
晃

幸
司

隼
志

惠
司

純仁雅
広

俊
則

（
平
成
23
・
11
・
６
〜
12
・
５
届
分
）

（
平
成
23
・
11
・
６
〜
12
・
５
届
分
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
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中
村
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田
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西
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西
ケ
方
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田
 

史
朗

清
水
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林
 

茂

田
邉
 

耕
作

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
と

ち
　

ひ
ろ

う
ら
や

藤
原
 

好
清

長
原
 

泰
助

　

宮
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忠
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平
成
24
年
1
月
号

No.81

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

溝渕設備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

土

日

月

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

7

8

9

14

15

21

22

28

29

4

5

11

12

1

2

月

月

こいけクリニック

幡多病院

市民病院

さたけ小児科

小原外科胃腸科

市民病院

大野内科

竹本病院

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

月

日

日

日

日

土

日

月

月

1

2

8

9

15

22

29

5

11

12

☎（ 3 5 ）5 1 1 2

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 7 ）2 2 5 5

☎（ 3 5 ）0 1 0 8

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 5 ）4 1 5 1

☎(３３)０４０４

☎(３３)０６５３

☎(３４)６０３１

☎(３５)２３１６

☎(３４)３７３４

☎(３４)４８５５

☎(３２)１０９５

☎(３５)４３２３

☎(３４)３６２１

☎(３４)２３２４

☎(３５)５９９６

☎(３３)０６６０

☎(３５)３４５８

人（
人（
人（
戸（

+   1
+   6
 －  5
   + 11

）
）
）
）

36,072
17,038
19,034
16,293

56人
47人
21人
29人

11

１
平成24年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

１ （253冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

あきらめない

介護と看取り

火星の挽歌

極北ラプソディ

だれかの木琴

パブリック

星月夜

負けない自分になるための32のリーダーの習慣

村木　厚子

結城　康博

アーサー・Ｃ.クラーク

海堂　尊

井上　荒野

ジェフ・ジャービス

伊集院　静

澤　穂希

おしょうがつさんどんどこどん

すすめ！ドクきのこ団

すみれちゃんのすてきなプレゼント

ノミちゃんのすてきなペット

ハグくまさん

100の知識　北極と南極

まぼろしのゆきのはらえき

まるごとたこ凧カイト

長野　ヒデ子

村上　しいこ

石井　睦美

ルイス・スロボドキン

ニコラス・オールドランド

スティーブ・パーカー

間瀬　なおかた

土岐　幹男

★ 

雑
誌
お
譲
り
し
ま
す
!! 

★

　

保
存
期
限
を
過
ぎ
た
雑
誌
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

　

主
に
平
成
21
年
、22
年
出
版
の
も
の
で
す
。

日
　
　

時
　

1
月
27
日（
金
）
　

13
時
30
分
〜

場
　
　

所
　

市
立
図
書
館
　

入
口（
当
日
は
休
館
日
で
す
）

配
布
冊
数
　

1
人
5
冊
ま
で

※
袋
等
の
準
備
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
9
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

30
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

16
日（
月
）定
　

休
　

日
　

2
月
6
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

23
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

11
日（
土
）建
国
記
念
の
日

　
　

27
日（
金
）館
内
整
理
日
　
　
　

13
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
January

■
私
事
で
す
が
、
今
年
で
や
っ
と
厄
年
（
前

厄
、
本
厄
、
後
厄
）
を
抜
け
ま
し
た
。
３
年
間
、

何
事
も
な
く
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。本
年
も

広
報
四
万
十
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
Y
.
T
）

■
年
始
に
は
毎
年
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
10
年
間「
や
せ
る
」で
し
た
が
、今
年
も

そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。広
報
で
は「
豊
か
」

な
話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

（
K
.
K
）

■
昨
年
は
私
的
な
こ
と
で
色
々
あ
り
、少
し

消
極
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
、今
年
は
心
機

一
転
し
て
、
仕
事
云
々
に
関
わ
ら
ず
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
に
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広報

広報

「広報四万十」2月号は2月1日(水)発送予定です「広報四万十」2月号は2月1日(水)発送予定です「広報四万十」2月号は2月1日(水)発送予定です

水道の使用開始、中止は下記まで連絡を
（本　　庁)  水　道　課　☎（34)1711
（総合支所)  産業建設課　☎（52)1111

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

　広報12月号等とあわせて各戸に配布した平成24年四万
十市カレンダーのなかで、不破八幡宮大祭の日程について
誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

（誤）10月13日（土） 不破八幡宮大祭（宵祭）
（正）10月 ６日（土） 不破八幡宮大祭（宵祭）
（誤）10月14日（日） 不破八幡宮大祭
（正）10月 ７日（日） 不破八幡宮大祭

【問い合わせ先】
（市）企画広報課 秘書広報室 広報公聴係 0（34）1810
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